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韓日における国際受刑者移送制度の現状と課題
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一
　
は
じ
め
に

　
昨
今
の
時
代
を
「
世
界
は
一
つ
」、「
地
球
村
一
家（
1
）族」
と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
が
表
し
て
い
る
よ
う

に
、
通
信
技
術
と
交
通
手
段
の
発
達
に
よ
っ
て
地
球
全
体
が
一
つ
の
生
活
圏
に
変
化
し
、
国
家
間
の
物
的
交
流
だ
け
で
な
く
人
的
交
流
が

活
発
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
海
外
旅
行
客
や
留
学
生
が
急
増
し
、
外
国
人
労
働
者
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変
化

は
、
諸
国
で
外
国
人
犯
罪
の
増
加
と
い
う
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
外
国
人
受
刑
者
の
急
増
に
ま
で
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
刑
事
施
設
内
で
は
外
国
人
受
刑
者
へ
の
対
応
に
多
く
の
人
的
・
物
的
資
源
が
必
要
に
な
り
、「
国
連
被
拘
禁
者
処
遇
に
関
す
る
最
低

基
準
準
則
」
第
六
条
の
「
被
拘
禁
者
は
国
籍
に
よ
っ
て
差
別
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
に
基
づ
い
て
自
国
民
受
刑
者
と
差
異

の
な
い
適
切
な
矯
正
処
遇
を
実
施
す
る
た
め
の
様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
環
境
的
な
制
約
が
存
在
す
る
た
め
に
、

受
刑
者
の
改
善
更
生
と
い
う
矯
正
の
目
標
達
成
は
遥
遠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
受
刑
者
の
増
加
は
同
受
刑
者
の
過
密
収
容
及
び
矯

正
費
用
の
増
加
と
外
国
の
劣
悪
な
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
自
国
民
受
刑
者
の
人
権
侵（
2
）害の

問
題
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
各
国
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
自
国
民
を
保
護
す
る
立
場
か
ら
刑
事
裁
判
に
お
け
る
国
際
協
力
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
過

程
で
国
際
受
刑
者
移
送
制
度
の
必
要
性
が
台
頭
し
た
。
こ
れ
ら
の
受
刑
者
移
送
制
度
を
実
現
す
る
た
め
の
条
約
と
し
て
、
欧
州
評
議
会

（Council of Eur

（
3
）

ope

）
の
「
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
移
送
に
関
す
る
条
約
（
以
下
、
Ｃ
Ｅ
条
約
と
い
う
。）」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
、

各
国
が
同
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
刑
事
法
の
分
野
で
の
国
際
協
力
の
発
展
に
貢
献
し
、
受
刑
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
点
で
価
値
が

あ（
4
）ると
評
価
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
制
度
は
思
う
よ
う
に
高
い
実
績
を
上
げ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
受
刑
者
移
送
制
度
の
積
極
的
な
実
施
を
期
待
す
る
た
め
に
は
運
用
上
の
側
面
と
法
的
な
側
面
の
二
つ
の
観
点
か
ら
同
制
度
を

考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
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本
稿
で
は
、
Ｃ
Ｅ
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
韓
日
の
受
刑
者
移
送
制
度
に
関
す
る
内
容
に
限
定
し
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、
同
移
送
制
度
の

意
義
と
Ｃ
Ｅ
条
約
に
基
づ
い
て
韓
日
両
国
で
同
制
度
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
を
概
観
す
る
。
次
に
、
韓
日
の
外
国
人
受
刑
者

の
現
状
に
注
目
し
、
そ
の
実
態
を
比
較
・
考
察
し
た
後
、
最
後
に
運
用
過
程
で
現
れ
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
と
Ｃ
Ｅ
条
約
及
び
韓
日
の
受

刑
者
移
送
法
（
以
下
、
移
送
法
と
い
う
。）
の
差
異
を
中
心
に
私
見
を
述
べ
る
。

二
　
国
際
受
刑
者
移
送
制
度
の
概
要

㈠
　
受
刑
者
移
送
制
度
の
意
義

　
受
刑
者
移
送
制
度
と
は
、
外
国
か
ら
刑
を
言
い
渡
さ
れ
て
外
国
の
刑
事
施
設
に
服
役
し
て
い
る
受
刑
者
を
母
国
な
ど
に
移
送
し
て
刑
を

執
行
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
、
外
国
の
刑
事
施
設
で
受
刑
生
活
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
の
剝
奪
と
い
う
自
由
刑
本
来
の
苦
痛
に

加
え
、
言
語
、
習
慣
、
生
活
様
式
、
宗
教
、
文
化
な
ど
の
違
い
、
家
族
や
親
族
と
の
接
触
の
欠
如
な
ど
か
ら
く
る
本
来
刑
罰
の
予
定
し
て

い
な
い
苦
痛
を
解
消
し
て
受
刑
者
の
改
善
更
生
及
び
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
と
い
う
人
道
的
な
考
慮
か
ら
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
有
罪
判
決
を
受
け
た
外
国
人
受
刑
者
を
母
国
に
移
送
し
て
自
由
刑
の
執
行
を
終
了
さ
せ
る
制
度
と
し

て
、
国
際
刑
事
司
法
共
助
制
度
の
一
部
を
な
し
、
ま
た
、
犯
罪
人
引
渡
し
制
度
の
発
展
過
程
の
延
長
線
上
に
あ
る
制
度
で
あ（
5
）る。

㈡
　
Ｃ
Ｅ
条
約
及
び
韓
日
受
刑
者
移
送
制
度
の
導
入
過
程

　
一
九
七
○
年
代
に
入
っ
て
欧
州
で
は
、
外
国
人
受
刑
者
の
人
権
と
社
会
復
帰
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
本
格
化

し
始
め
た
外
国
人
受
刑
者
の
急（
6
）増に
伴
う
現
状
の
打
開
と
、
こ
れ
ら
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
に
は
母
国
で
刑
を
執
行
す
る
機
会
を
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与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
共
通
の
認
識
の
下
、
欧
州
評
議
会
で
は
、「
Ｃ
Ｅ
条
約
」
を
制
定
し
、
同
加
盟
国
を
中
心
に
条
約
を
締

結
、
一
九
八
五
年
七
月
一
日
に
発
効
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
条
約
は
欧
州
評
議
会
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
欧
州
」
と
い
う
言
葉
を
冠
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
欧
州
に
限
ら
ず
、
国
際
的
な
規
模
で
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
期
待
に
応
え
て
、
現
在
、
非
欧
州
諸
国
を
含
む
計
六
四
ヶ
国
が
参
加
し
、
受
刑
者
移
送
を
制
度
的
に
保
障
し
て
い
る
。
Ｃ

Ｅ
条
約
の
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
受
刑
者
の
移
送
に
つ
い
て
締
約
国
は
相
互
に
協
力
す
る
義
務
が
あ
り
、
受
刑
者
は
締
約
国

に
移
送
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
思
表
示
が
可
能
で
、
移
送
の
要
請
は
裁
判
国
と
執
行（
7
）国の
両
方
が
可
能
で
あ
る
。
移
送
条
件
に
つ
い

て
は
、
受
刑
者
が
執
行
国
の
国
民
で
あ
る
こ
と
、
判
決
が
確
定
し
て
い
る
こ
と
、
服
役
す
る
刑
期
が
少
な
く
と
も
六
ヶ
月
以
上
残
っ
て
い

る
こ
と
、
受
刑
者
及
び
締
約
国
が
移
送
に
同
意
す
る
こ
と
、
受
刑
者
の
罪
が
締
約
国
で
犯
罪
を
構
成
す
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
満
た
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
同
制
度
は
、
多
国
間
条
約
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
条
約
で
は
な
く
、
個
別
に
二
国
の
合
意
に
よ
っ
て
締
結
す
る
二
国
間
条
約
に
よ
り
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
韓
国
は
二
○
○
三
年
一
二
月
「
移
送
法
（
法
律
第
七
○
三
三
号
）」
を
制
定
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
受
刑
者
移
送
に

関
す
る
い
く
つ
か
の
条
約
に
加
盟
し
て
お
ら
ず
、
同
法
は
法
律
と
し
て
の
効
力
が
発
生
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
二
○
○
五
年
七
月
二
○
日

欧
州
評
議
会
事
務
局
に
「
Ｃ
Ｅ
条
約
」
加
入
書
を
六
○
番
目
の
締
約
国
と
し
て
提
出
し
、
二
○
○
五
年
一
一
月
一
日
か
ら
は
同
条
約
に
加

盟
し
て
い
る
欧
州
の
国
や
米
国•

カ
ナ
ダ•

日
本•

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
国
々
と
は
個
別
に
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
な
く
、
移
送

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
韓
国
と
二
国
間
条
約
を
締
結
し
た
国
は
、
モ
ン
ゴ
ル
（
二
○
○
八
年
八
月
二
三
日
）、
中

国
（
二
○
○
九
年
八
月
五
日
）、
ベ
ト
ナ
ム
（
二
○
一
○
年
八
月
三
○
日
）、
イ
ン
ド
（
二
○
一
二
年
六
月
一
八
日
）、
タ
イ
（
二
○
一
二
年
一
二
月
一

八
日
）
な
ど
で
あ
る
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
も
条
約
を
締
結
し
て
国
会
に
よ
る
批
准
（
二
○
一
二
年
九
月
二
六
日
）
ま
で
終
え
た
が
、
ク
ウ
ェ
ー

ト
側
の
批
准
が
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い
関
係
で
未
発
効
の
状
態
で
あ
る
。
韓
国
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
除
く
合
計
六
八
ヶ
国
と
受
刑
者
移
送

条
約
を
締
結
し
、
自
国
民
受
刑
者
を
移
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
的
基
盤
を
用
意
し
た
。
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日
本
は
二
○
○
二
年
六
月
四
日
、
国
会
で
「
移
送
法
（
法
律
第
六
六
号
）」
が
可
決
・
成
立
し
た
後
、
二
○
○
三
年
二
月
一
七
日
欧
州
評

議
会
事
務
局
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
初
め
て
「
Ｃ
Ｅ
条
約
」
加
入
書
を
五
二
番
目
の
締
約
国
と
し
て
提
出
し
た
こ
と
で
（
同
年
六
月
一
日

発
効
）、
同
条
約
に
加
盟
し
た
国
と
は
受
刑
者
移
送
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
日
本
は
Ｃ
Ｅ
条
約
加
盟
国
六
三
ヶ
国
の
ほ

か
に
二
○
一
○
年
七
月
二
九
日
、
タ
イ
と
の
二
国
間
条
約
（
二
○
一
○
年
八
月
二
八
日
発
効
）
を
締
結
し
、
合
計
六
四
ヶ
国
と
同
制
度
の
実

施
が
可
能
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｅ
条
約
が
発
効
し
て
か
ら
今
年
で
一
○
年
目
を
迎
え
る
日
本
の
同
制
度
は
韓
国
に
比
べ
て
安
定
し
た
軌
道
に
乗

り
移
送
実
績
面
で
は
韓
国
を
上
回
っ
て
は
い
る
が
、
満
足
の
い
く
レ
ベ
ル
と
は
言
え
な
い
。

三
　
国
際
受
刑
者
移
送
制
度
の
現
状

㈠
　
受
入
移
送
の
概
要

　「
受
入
移
送
」
と
は
、
外
国
に
お
い
て
自
由
刑
を
宣
告
さ
れ
、
確
定
さ
れ
た
刑
に
服
し
て
い
る
自
国
民
受
刑
者
を
外
国
に
引
渡
し
て
も

ら
い
、
母
国
で
そ
の
自
由
刑
を
執
行
す
る
こ
と
を
い（
8
）う。

韓
国
の
移
送
法
第
一
一
条
一
項
各
号
の
移
送
条
件
と
し
て
は
、
①
受
刑
者
の
犯

罪
が
韓
国
に
お
い
て
罪
と
な
る
こ
と
（
一
号
）、
②
外
国
か
ら
宣
告
さ
れ
た
自
由
刑
の
判
決
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
（
二
号
）、
③
受
刑
者
の

同
意
が
あ
る
こ
と
（
三
号
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
法
務
部
長
官
の
相
当
性
の
判
断
要
素
と
し
て
は
、
①
先
に
掲
げ
た
受
入
移
送
の
条
件

の
具
備
、
②
韓
国
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
及
び
公
共
の
利
益
、
③
受
刑
者
の
善
導
・
教
化
と
社
会
復
帰
の
し
や
す
さ
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
る
（
移
送
法
第
一
二
条
）。
共
助
刑
に
つ
い
て
は
、
裁
判
国
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
自
由
刑
が
有
期
で
あ

る
と
き
は
、
執
行
国
（
韓
国
）
に
お
い
て
五
○
年
を
超
え
て
執
行
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
宣
告
さ
れ
た
刑
が
終
身
刑
で
あ
る
と
き
は
無
期
刑

と
み
な
す
（
移
送
法
第
一
六
条
一
項
）。
共
助
刑
の
執
行
終
了
は
裁
判
国
で
言
い
渡
さ
れ
た
刑
の
執
行
終
了
を
意
味
す
る
。
移
送
の
手
続
は
、
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受
刑
者
の
同
意
後
、
裁
判
国
な
い
し
執
行
国
が
移
送
要
請
↓
受
刑
者
の
移
送
に
つ
い
て
の
意
思
確
認
↓
当
該
国
と
の
移
送
に
必
要
な
資
料

や
情
報
の
交
換
↓
法
務
部
長
官
が
受
刑
者
の
個
人
情
報
、
有
罪
判
決
の
内
容
、
犯
罪
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
の
資
料
調
査
後
、
適
格
性
決 

定
↓
受
刑
者
と
裁
判
国
に
通
知
↓
護
送
職
員
派
遣
↓
移
送
後
、
刑
の
執
行
↓
刑
終
了
後
当
該
国
に
通
知
、
と
い
う
順
に
行
わ
れ
て
い
る

（
移
送
法
第
一
一
条
以
下
）。

　
日
本
の
移
送
法
第
五
条
各
号
の
移
送
条
件
と
し
て
は
、
①
受
刑
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と
（
一
号
）、
②
受
刑
者
が
一
四
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
（
二
号
）、
③
受
刑
者
の
犯
罪
が
日
本
に
お
い
て
罪
と
な
る
こ
と
（
三
号
）、
④
受
刑
者
が
犯
し
た
事
件
が
日
本
の
裁
判
所
で
無
罪
に

な
ら
な
い
こ
と
（
四
号
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
法
務
大
臣
の
相
当
性
の
判
断
要（
9
）素と

し
て
は
、
①
受
刑
者
の
改
善
更
生
及
び
円
滑
な
社

会
復
帰
を
促
進
す
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
か
、
②
移
送
決
定
時
に
相
当
な
残
刑
期
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
か
、
③
受
刑
者
が
犯
し
た
事
件

を
日
本
で
処
罰
す
る
必
要
が
な
い
か
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
る
。
共
助
刑
に
つ
い
て
は
、
裁
判
国
の
無
期

は
執
行
国
（
日
本
）
の
無
期
、
裁
判
国
の
三
○
年
を
超
え
る
刑
期
は
執
行
国
の
三
○
年
の
刑
期
、
裁
判
国
の
三
○
年
以
下
の
刑
期
は
執
行

国
の
共
助
刑
も
同
じ
期
間
（
た
だ
し
、
少
年
に
宣
告
さ
れ
た
三
○
年
の
刑
期
は
一
五
年
）
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
移
送
法
第
一
七

条
）。
共
助
刑
の
執
行
終
了
は
裁
判
国
で
言
い
渡
さ
れ
た
刑
の
執
行
終
了
を
意
味
す
る
。

㈡
　
送
出
移
送
の
概
要

　「
送
出
移
送
」
と
は
、
外
国
か
ら
自
由
刑
を
宣
告
さ
れ
、
そ
の
刑
が
確
定
さ
れ
て
、
刑
の
執
行
中
の
外
国
人
受
刑
者
を
そ
の
母
国
へ
引

渡
し
て
自
由
刑
の
執
行
を
受
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
い
）
10
（

う
。
韓
国
の
移
送
法
第
二
三
条
一
項
各
号
の
移
送
条
件
と
し
て
は
、
①
受
刑
者

の
罪
が
執
行
国
に
お
い
て
罪
と
な
る
こ
と
（
一
号
）、
②
自
由
刑
の
判
決
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
（
二
号
）、
③
受
刑
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と

（
三
号
）、
④
罰
金
、
科
）
11
（

料
、
没
収
、
追
徴
の
執
行
が
終
了
し
、
又
は
執
行
を
し
な
い
こ
と
に
確
定
さ
れ
る
こ
と
（
四
号
）
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
法
務
部
長
官
の
相
当
性
の
判
断
要
素
と
し
て
は
、
①
先
に
掲
げ
た
送
出
移
送
の
条
件
の
具
備
、
②
韓
国
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
及
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び
公
共
の
利
益
、
③
受
刑
者
の
善
導
・
教
化
と
社
会
復
帰
の
し
や
す
さ
、
④
国
内
再
入
国
の
可
能
性
、
⑤
他
事
件
の
捜
査
や
裁
判
上
の
必

要
性
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
る
（
移
送
法
第
二
五
条
）。
刑
執
行
は
執
行
国
法
令
に
基
づ
く
共
助
刑
で
、
刑
の
終
了
は
韓
国
で

言
い
渡
さ
れ
た
刑
の
執
行
終
了
を
意
味
す
る
（
移
送
法
第
二
九
条
）。
移
送
の
手
続
は
、
受
刑
者
の
同
意
、
執
行
国
や
裁
判
国
の
移
送
要 

請
↓
法
務
部
長
官
に
よ
る
検
察
長
に
対
す
る
資
料
収
集
要
請
↓
所
属
検
事
の
資
料
収
集
↓
受
刑
者
移
送
諮
問
委
員
会
の
検
討
↓
法
務
部
長

官
へ
移
送
意
見
送
付
↓
移
送
決
定
↓
検
事
長
な
ど
に
移
送
命
令
↓
引
受
け
許
可
状
発
行
↓
外
交
通
商
部
長
官
に
外
国
へ
送
付
要
請
↓
受
刑

者
に
通
知
↓
法
務
部
長
官
の
移
送
命
令
↓
移
送
指
揮
書
の
発
行
と
移
送
指
揮
↓
外
国
公
務
員
へ
受
刑
者
引
渡
し
、
と
い
う
順
に
行
わ
れ
て

い
る
（
移
送
法
第
二
二
条
以
下
）。

　
日
本
の
移
送
法
第
二
八
条
各
号
の
移
送
条
件
と
し
て
は
、
①
受
刑
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と
（
一
号
）、
②
受
刑
者
の
罪
が
執
行
国
に
お

い
て
罪
と
な
る
こ
と
（
二
号
）、
③
受
刑
者
が
犯
し
た
事
件
に
つ
い
て
再
審
の
請
求
が
裁
判
所
に
継
続
し
て
い
な
い
こ
と
（
三
号
）、
④
恩

赦
の
手
続
が
継
続
し
て
い
な
い
こ
と
（
四
号
）、
⑤
罰
金
、
没
収
、
追
徴
の
執
行
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
（
五
号
）、
⑥
余
罪
の
裁
判
が
継

続
し
て
い
な
い
こ
と
（
六
号
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
法
務
大
臣
の
相
当
性
の
判
断
要
）
12
（
素
は
、
①
執
行
国
で
受
刑
者
の
改
善
更
生
及

び
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
、
②
相
当
な
残
刑
期
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
か
、
③
事
件
関
係
者
及
び
社
会
一

般
の
状
況
に
照
ら
し
、
送
出
移
送
が
相
当
か
、
④
刑
の
執
行
期
間
、
執
行
国
に
お
け
る
刑
の
執
行
の
共
助
の
形
態
を
考
慮
し
、
日
本
の
刑

罰
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
、
⑤
他
の
刑
事
手
続
の
円
滑
な
実
施
を
阻
害
し
な
い
か
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す

る
。
刑
の
執
行
は
執
行
国
の
法
令
に
基
づ
く
共
助
刑
で
あ
り
、
刑
の
終
了
は
裁
判
国
た
る
日
本
で
言
い
渡
さ
れ
た
刑
の
執
行
終
了
を
意
味

す
る
（
移
送
法
第
三
七
条
）。

㈢
　
外
国
人
被
収
容
者
の
収
容
状
況

　
表
１
は
、
二
○
○
四
年
か
ら
二
○
一
一
年
ま
で
の
韓
国
に
お
け
る
外
国
人
被
収
容
者
の
収
容
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
○
一
一
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年
の
受
刑
者
の
総
数
は
二
○
○
四
年
の
約
八
七
・
六
％
程
度
で
、
一
二
・
四
％
ほ
ど
減
少

し
た
。
こ
れ
に
対
し
外
国
人
被
収
容
者
の
数
は
、
二
○
○
九
年
を
ピ
ー
ク
に
や
や
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
一
・
九
倍
に
増
加
し
た
。
こ
の
中
で
も
矯
正
処
遇
に
際
し
て
刑
事
施

設
の
対
応
に
困
難
が
生
じ
て
い
る
外
国
人
受
刑
者
の
割
合
は
二
・
七
倍
以
上
に
増
加
し
、

総
受
刑
者
比
二
・
七
％
（
二
○
一
一
年
基
準
）
の
収
容
率
を
見
せ
て
お
り
、
こ
の
数
値
は

し
ば
ら
く
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
産
業
現
場
で
不
足
し
て
い
る
労
働
力
と
し
て
外
国
人
を

利
用
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
施
策
に
よ
っ
て
、
一
定
以
上
の
外
国
人
労
働
者
が
流
入
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
外
国
人
受
刑
者
は
横
ば
い
か
微
増
の
現
状
を
維
持
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
２
は
、
二
○
○
四
年
か
ら
二
○
一
一
年
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
外
国
人
被
収
容
者
の

収
容
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
○
一
一
年
の
受
刑
者
の
総
数
は
、
二
○
○
四
年
の

九
五
・
四
％
程
度
で
、
約
四
・
六
％
減
少
し
た
。
さ
ら
に
、
外
国
人
被
収
容
者
の
人
員
も

約
二
六
・
九
％
減
少
し
、
収
容
者
総
数
に
比
べ
て
外
国
人
被
収
容
者
の
減
少
傾
向
が
目
立

つ
。
こ
の
よ
う
な
減
少
傾
向
に
伴
っ
て
外
国
人
受
刑
者
の
数
も
二
○
○
五
年
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ
る
が
、
総
受
刑
者
比
六
％
以
上
の
割
合
を
維
持
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
は
、
韓
国
の
二
・
七
％
（
二
○
一
一
年
）
に
比
べ
る
と
日
本
の
外
国
人
受

刑
者
の
割
合
が
は
る
か
に
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
中
に
は
、「
日
本
国

と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例

法
」（
平
成
三
年
五
月
十
日
法
律
第
七
十
一
号
、
以
下
特
例
法
と
い
う
。）
に
よ
る
「
特
別
永

表１　韓国の外国人被収容者人員（年末）（人）

年度
区分 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

受刑者総数 35,627 32,969 30,145 31,478 32,197 32,297 31,981 31,198

外国人
被収容
者人員

既決 313 392 348 562 821 1,155 911 848

未決 308 306 273 414 586 456 339 350

計 621 698 621 976 1,407 1,611 1,250 1,198

外国人受刑者
の割合（％） 0.9 1.2 1.2 1.8 2.5 3.6 2.8 2.7

（出所）韓国矯正統計年報をもとに著者が作成。
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住
）
13
（
者
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
来
日
外
国

人
受
刑
）
14
（

者
の
割
合
は
総
受
刑
者
比
四
％
以
上
で
、
外
国
人

受
刑
者
の
う
ち
、
来
日
外
国
人
受
刑
者
が
占
め
る
割
合
は
、

二
○
一
○
年
ま
で
は
七
○
％
以
上
で
あ
っ
た
が
、
二
○
一

一
年
に
は
六
九
・
○
％
へ
と
や
や
下
が
っ
て
い
る
。
現
在
、

韓
日
の
外
国
人
受
刑
者
は
緩
や
か
な
減
少
傾
向
を
み
せ
て

い
る
が
、
日
本
の
場
合
、
二
○
○
一
年
の
外
国
人
受
刑
者

の
総
数
と
二
○
一
一
年
の
総
数
を
比
較
す
る
と
、
一
・
二

倍
以
上
に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
す

る
と
外
国
人
受
刑
者
の
減
少
傾
向
は
鈍
化
す
る
と
予
想
さ

れ
る
。
二
○
一
一
年
の
韓
日
の
受
刑
者
総
数
に
お
い
て
は
、

日
本
が
韓
国
の
一
・
九
六
倍
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
、
外

国
人
受
刑
者
の
数
は
約
四
・
五
倍
以
上
の
高
い
数
値
を
示

し
て
お
り
、
韓
国
よ
り
も
日
本
の
方
が
受
刑
者
総
数
に
比

べ
て
多
く
の
外
国
人
受
刑
者
が
収
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　
表
３
は
、
二
○
○
四
年
か
ら
二
○
一
一
年
ま
で
の
韓
国

に
お
け
る
外
国
人
受
刑
者
の
国
籍
別
人
数
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
二
○
一
一
年
現

表２　日本の外国人被収容者の人員（年末） （人）

年度
区分 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

受刑者総数 64,047 67,423 70,496 70,053 67,672 65,951 63,845 61,102

外国人
被収容
者人員

既決 4,832 5,177 5,216 5,139 4,681 4,371 4,113 3,813

未決 1,096 887 839 669 565 533 560 523

計 5,928 6,064 6,055 808 5,246 4,904 4,673 4,336

外国人受刑者
の割合（％） 7.5 7.7 7.4 7.3 6.9 6.6 6.4 6.2

来日外
国人被
収容者

既決 3,632 3,940 3,952 3,880 3,442 3,185 2,948 2,632

未決 860 658 705 467 402 388 390 367

計 4,492 4,598 4,657 4,347 3,844 3,573 3,338 2,999

来日外国人受刑
者の割合（％） 5.7 5.8 5.6 5.5 5.1 4.8 4.6 4.3

外国人受刑者 
中、来日受刑者
の割合（％）

75.2 76.1 75.8 75.5 73.5 72.9 71.7 69.0

（出所）日本矯正統計年報をもとに著者が作成。
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在
の
外
国
人
受
刑
者
の
国
籍
別
人
数
を
み
る
と
、
韓
国
と
の

交
流
が
拡
大
し
て
い
る
中
国
国
籍
受
刑
者
の
構
成
比
が
総
外

国
人
受
刑
者
の
五
七
・
五
％
の
割
合
で
最
も
高
く
、
次
い
で

台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
米
国
な
ど
の
順
で
、
外
国
人
受
刑
者
の

国
籍
が
多
様
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、

幸
い
な
こ
と
に
、
外
国
人
受
刑
者
の
国
籍
上
位
五
ヶ
国
の
う

ち
、
台
湾
以
外
の
国
と
は
二
国
間
条
約
を
締
結
し
、
受
刑
者

移
送
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　
表
４
は
、
二
○
○
四
年
か
ら
二
○
一
一
年
ま
で
の
日
本
に

お
け
る
外
国
人
受
刑
者
の
国
籍
別
人
数
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
二
○
一
一
年
現
在
の
外

国
人
受
刑
者
の
国
籍
別
人
数
を
み
る
と
、
韓
国
・
朝
鮮
籍
の

受
刑
者
が
外
国
人
受
刑
者
の
う
ち
約
三
三
・
八
％
と
最
も
高

く
、
次
が
中
国
、
イ
ラ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
順
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
上
位
四
ヶ
国
が
占
め
る
割
合
は
外
国
人
受

刑
者
総
数
の
約
七
八
・
○
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
の
う

ち
日
本
が
受
刑
者
移
送
条
約
を
締
結
し
た
国
は
Ｃ
Ｅ
条
約
加

盟
国
で
あ
る
韓
国
、
一
国
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
の
は
韓
国
・
朝
鮮
国
籍
の
受
刑
者
の
中
に
は
受

表３　韓国の外国人受刑者国籍別人員（年末）（人）

年度
区分 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

中国 139 171 177 283 491 761 510 488

台湾 8 4 10 107 113 146 92 89

ベトナム 22 19 13 14 17 23 41 41

米国 24 14 13 18 23 23 22 24

モンゴル 13 16 16 21 33 36 32 22

タイ 6 4 4 10 13 24 24 19

ウズベキスタン 14 16 15 11 17 11 17 17

日本 4 6 8 4 9 14 17 14

フィリピン 4 9 9 13 14 19 20 14

ナイジェリア 5 7 8 9 7 8 17 14

ロシア 7 11 23 19 18 16 12 12

その他 67 115 52 53 66 74 107 94

（出所）韓国矯正統計年報をもとに著者が作成。
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表４　日本の外国人受刑者の国籍別人員（年末） （人）

年度

区分

外国人受刑者 来日外国人受刑者

2004 2007 2009 2011 2004 2007 2009 2011

韓国・朝鮮 1,413 1,463 1,324 1,287 280 260 196 160

中国 1,707 1,610 1,390 1,031 1,686 1,595 1,273 1,011

イラン 374 400 397 333 373 400 397 333

ブラジル 364 502 425 322 362 496 421 315

ベトナム 137 173 153 136 128 169 150 134

フィリピン 97 119 118 100 95 117 112 99

ペルー 63 109 79 71 62 106 78 68

タイ 60 77 56 50 59 77 56 50

コロンビア 76 103 66 47 76 103 66 47

ナイジェリア 35 38 47 45 35 38 47 44

米国 61 57 45 38 36 38 27 26

シンガポール 20 23 22 29 20 23 22 29

ロシア 14 31 27 19 14 31 27 19

インドネシア 11 16 23 18 11 16 23 18

スリランカ 21 33 28 18 21 33 28 18

パキスタン 31 42 30 16 31 41 28 15

英国 34 23 18 16 33 23 18 16

マレーシア 43 31 20 14 43 31 20 14

フランス 13 7 3 6 13 7 3 6

バングラデシュ 24 15 11 5 23 15 11 5

ドイツ 22 11 3 5 22 11 3 5

インド 10 8 7 4 10 8 7 4

その他 198 248 179 203 189 242 172 196

（出所）日本矯正統計年報をもとに著者が作成。
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刑
者
移
送
法
第
二
条
三
号
に
規
定
さ
れ
た
特
例
法
に
よ
り
、
日
本
で
条
約
上
国
民
で
あ
る
こ
と
が
定
義
さ
れ
て
い
る
特
別
永
住
者
が
含
ま

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
多
数
を
占
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
韓
国
・
朝
鮮
国
籍
の
受
刑
者
ら
は
、
韓
国
・
朝
鮮
社
会
に
十
分
に
馴

染
め
て
い
な
い
在
日
韓
国
人
と
し
て
形
式
的
に
は
韓
国
・
朝
鮮
の
国
籍
を
有
し
て
い
る
が
実
質
的
な
生
活
基
盤
は
日
本
に
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
に
関
す
る
移
送
の
問
題
は
慎
重
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
除
い
た
来
日
外
国
人
受
刑
者
の
国
籍
別
順
位
は
中
国
、

イ
ラ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
韓
国
・
朝
鮮
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
韓
日
両
国
に
収
容
さ
れ
て
い
る
外
国
人
受
刑
者
の
中
で
条
約
締

約
国
又
は
非
条
約
締
約
国
の
割
合
を
み
る
と
、
韓
国
の
場
）
15
（
合
、
二
○
一
一
年
末
現
在
、
移
送
条
約
が
締
結
さ
れ
て
受
入
移
送
又
は
送
出
移

送
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
国
の
受
刑
者
は
、
総
外
国
人
受
刑
者
八
四
八
人
の
う
ち
、
六
二
○
人
（
七
三
・
一
％
）
で
あ
り
、
非
条
約
締
約

国
の
受
刑
者
は
二
二
八
人
（
二
六
・
九
％
）
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
）
16
（
は
、
二
○
一
二
年
三
月
末
現
在
、
総
計
四
○
九
八
人

の
外
国
人
受
刑
者
の
う
ち
、
条
約
締
約
国
の
受
刑
者
が
一
五
八
○
人
（
三
八
・
六
％
）
で
あ
り
、
非
条
約
締
約
国
の
受
刑
者
は
二
五
一
八

人
（
六
一
・
四
％
）
で
あ
る
。
こ
の
内
訳
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
韓
国
に
比
べ
て
日
本
は
、
非
条
約
締
約
国
の
受
刑
者
が
圧
倒
的
に
多
く

収
容
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
は
も
っ
と
積
極
的
な
姿
勢
で
国
際
受
刑
者
移
送
条
約
の
締
結
に
拍
車
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

韓
国
は
、
た
と
え
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
そ
の
制
度
運
用
の
活
性
化
が
必
要
で
あ
る
。

　
韓
国
の
矯
正
統
計
年
報
登
載
の
外
国
人
受
刑
者
の
罪
名
別
状
況
を
み
る
）
17
（
と
、
殺
人
、
強
盗
、
強
姦
な
ど
の
重
大
犯
罪
が
二
○
○
一
年
に

は
五
四
・
六
％
、
二
○
○
六
年
に
は
六
六
・
四
％
、
二
○
一
一
に
は
四
二
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
二
○
一
一
年
末
の
自
国
受
刑

者
の
重
大
犯
三
三
・
四
％
に
比
べ
る
と
重
大
犯
罪
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
総
人
数
の
面
で
も
、
重
大
犯
罪
で
刑
を
宣
告
さ

れ
た
受
刑
者
が
二
○
○
一
年
に
は
一
三
七
人
か
ら
二
○
○
六
年
二
三
一
人
、
二
○
一
一
年
三
六
一
人
と
一
○
年
間
で
、
二
・
六
倍
以
上
に

増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
外
国
人
受
刑
者
に
お
け
る
重
大
犯
罪
が
占
め
る
割
合
の
高
さ
は
社
会
的
な
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
改
善
更
生
の
た
め
の
矯
正
処
遇
の
実
施
は
自
国
民
受
刑
者
に
比
べ
て
多
く
の
困
難
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し

て
受
刑
者
移
送
制
度
の
活
性
化
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
て
、
日
本
の
二
○
一
一
年
の
矯
正
統
計
年
報
の
外
国
人
新
受
刑
者
の
罪
名
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別
状
況
を
み
る
）
18
（
と
、
窃
盗
が
三
二
・
三
％
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
取
締
法
が
三
二
・
一
％
、
詐
欺
・
横
領
が
六
・
五
％
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
は
、
殺
人
な
ど
の
重
大
犯
罪
発
生
率
が
高
い
韓
国
と
は
異
な
り
、
窃
盗
な
ど
の
単
純
な
犯
罪
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
覚
せ
い

剤
・
麻
薬
関
連
の
受
刑
者
が
高
い
割
合
を
占
め
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
全
体
的
な
外
国
人
受
刑
者
の
総
数
は
減
少
傾
向
を
見
せ
て
お
り
、

重
大
犯
罪
も
二
○
○
一
年
の
一
二
・
八
％
か
ら
二
○
一
一
年
に
八
・
六
％
に
減
少
し
た
。
こ
れ
ら
の
罪
名
別
の
現
状
は
、
韓
国
と
は
異
な

る
様
相
を
見
せ
て
お
り
、
単
純
に
考
え
る
と
、
韓
国
に
比
べ
て
受
刑
者
移
送
制
度
の
実
施
が
容
易
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
も
受
け
る
。

も
ち
ろ
ん
、
両
国
の
外
国
人
受
刑
者
の
罪
名
別
の
比
較
が
、
韓
国
は
年
末
外
国
人
受
刑
者
の
統
計
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
は
新
受

刑
者
の
統
計
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
韓
国
に
比
べ
て
日
本
の
外
国
人
受
刑
者

の
罪
質
が
軽
い
と
い
う
こ
と
は
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
韓
国
の
二
○
一
一
年
の
外
国
人
受
刑
者
の
刑
期
別
状
況
を
み
る
と
、
総
計

八
四
八
人
の
う
ち
、
五
年
未
満
が
五
五
六
人
（
六
五
・
五
％
）
と
最
も
多
く
、
続
い
て
一
○
年
以
上
が
一
八
三
人
（
二
一
・
六
％
）、
五
年

以
上
一
○
年
未
満
が
一
○
七
人
（
一
二
・
六
％
）、
そ
の
他
、
死
刑
確
定
者
二
人
（
○
・
二
％
）
の
順
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
二
○

○
一
年
に
比
べ
て
一
○
年
以
上
の
受
刑
者
は
約
五
・
三
倍
の
増
加
を
示
し
て
お
り
、
無
期
受
刑
者
も
約
二
・
一
倍
、
一
○
年
以
下
の
受
刑

者
は
二
・
四
倍
に
増
加
す
る
な
ど
、
重
大
犯
罪
発
生
率
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
益
々
一
○
年
以
上
の
長
期
受
刑
者
の
増
加
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
一
方
、
日
本
に
関
し
て
は
東
京
矯
正
管
区
傘
下
の
外
国
人
受
刑
者
の
専
門
収
容
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
受
刑
者
の
刑
期
別
状

況
を
み
る
）
19
（
と
、
総
外
国
人
受
刑
者
五
九
三
人
の
う
ち
、
五
年
以
上
一
○
年
以
下
が
二
五
六
人
（
四
三
・
二
％
）
で
最
も
多
く
、
一
○
年
以

上
は
一
八
一
人
（
三
○
・
五
％
）、
そ
の
他
五
年
以
下
は
一
五
六
人
（
二
六
・
三
％
）
の
順
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
で
も
一
○
年
以
上

の
長
期
の
外
国
人
受
刑
者
が
少
な
か
ら
ず
収
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ま
で
韓
国
の
矯
正
当
局
は
、
外
国
人
受
刑
者
は
刑
の

終
了
と
と
も
に
退
去
強
制
に
な
る
た
め
、
こ
れ
と
い
っ
た
改
善
指
導
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
現
実
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
改
善
指

導
の
た
め
の
矯
正
処
遇
が
主
に
自
国
の
受
刑
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
一
方
で
、
ど
の
み
ち
母
国
へ
退
去
強
制
さ
れ
る
外
国
人
受
刑
者
の
矯

正
処
遇
は
関
心
の
外
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
期
刑
の
外
国
人
受
刑
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
受
刑
者
移
送
が
早
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期
に
実
施
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
を
収
容
す
る
施
設
側
の
困
難
は
、
増
大
の
一
途
を
辿
り
、
そ

の
対
応
も
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
国
際
受
刑
者
移
送
を
早
期
に
実
施
す
る
た

め
の
矯
正
当
局
の
積
極
的
な
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
収
容
さ
れ
て
い
る
間
は
受
刑

者
の
生
活
の
意
欲
を
引
き
立
て
、
ま
た
、
長
い
受
刑
生
活
か
ら
く
る
単
調
さ
を
排
除
す
る
た
め
の

外
国
人
受
刑
者
に
対
す
る
矯
正
処
遇
の
方
策
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
韓
国
だ
け
で

な
く
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
今
後
の
刑
事
施
設
の
活
発
な
対
応
が
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

㈣
　
国
際
受
刑
者
移
送
運
用
実
績

　
表
５
は
、
二
○
○
四
年
か
ら
二
○
一
二
年
ま
で
の
韓
日
両
国
の
国
際
受
刑
者
移
送
実
績
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
韓
国
は
二
○
○
三
年
一
二
月
に
移
送
法
を
制
定
し
、
二
○
○
五
年
一
一
月
に
韓

国
に
つ
い
て
Ｃ
Ｅ
条
約
が
発
効
し
て
以
来
、
二
○
一
二
年
ま
で
に
外
国
に
て
受
刑
中
の
韓
国
人
受

刑
者
四
五
人
に
対
し
て
受
入
移
送
を
実
施
し
、
外
国
籍
の
受
刑
者
を
送
出
移
送
し
た
数
は
九
人
で

あ
る
。
外
国
に
収
容
さ
れ
て
い
る
韓
国
人
受
刑
者
、
そ
し
て
国
内
に
収
容
さ
れ
て
い
る
外
国
人
受

刑
者
の
人
数
・
割
合
を
考
え
る
と
決
し
て
良
い
実
績
と
は
言
え
ず
、
そ
の
原
因
の
分
析
を
通
じ
受

刑
者
移
送
の
実
績
を
上
げ
る
た
め
の
多
角
的
な
方
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
移
送
実
績
を
み
る
と
、
二
○
○
六
年
、
米
国
に
て
服
役
し
て
い
た
日

本
人
男
性
受
刑
者
一
）
20
（

人
を
受
入
移
送
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
二
○
○
七
年
に
韓
国
か
ら
移
送
さ
れ

た
も
う
一
人
の
日
本
人
男
性
受
刑
）
21
（

者
を
加
え
て
合
計
二
人
の
実
績
を
見
せ
て
い
る
。
送
出
移
送
に

表５　韓日の国際受刑者移送実績状況 （人）

年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 計

受入移
送人員

韓国 - - -  3  8  8  1 10 15  45

日本 - -  1  1 - - - - -   2

送出移
送人員

韓国 - - -  2  3  2  1 -  1   9

日本 7 12 16 44 48 35 15 25 21 223

（出所） 韓国の国際受刑者移送法一部改正法律案検討報告（2012）、日本法務省矯正局資料をもと
に著者が作成。



韓日における国際受刑者移送制度の現状と課題

15

お
い
て
は
、
Ｃ
Ｅ
条
約
発
効
後
約
一
○
ヶ
月
後
の
二
○
○
四
年
四
月
に
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
人
受
刑
者
を
移
送
し
て
以
来
、
着
実
に
件
数
を

上
げ
て
二
○
一
二
年
末
ま
で
に
二
二
三
人
の
外
国
人
受
刑
者
を
移
送
し
た
。
こ
の
数
値
は
韓
国
に
比
べ
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
が
、

外
国
人
受
刑
者
の
総
数
と
比
べ
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
移
送
実
績
と
は
言
え
な
い
。
移
送
が
行
わ
れ
た
国
の
数
は
一
八
ヶ
国
に
達
し
て
お

り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
受
刑
者
の
移
送
が
四
三
人
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、
英
国
三
七
人
、
カ
ナ
ダ
二
六
人
、
米
国
二
五
人
な
ど
の
順
で
あ
る
。

外
国
人
受
刑
者
数
と
移
送
実
績
を
比
較
す
る
と
、
概
ね
自
国
民
保
護
傾
向
が
強
い
国
が
移
送
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
し
か
し
、
同
制
度
が
日
本
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
一
○
年
目
と
な
る
現
在
ま
で
の
受
入
移
送
の
人
数
が
二
人
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

受
入
移
送
の
実
績
は
送
出
移
送
実
績
と
比
較
し
て
極
端
に
少
な
い
と
い
う
事
実
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
と
も
と
日
本
は
、
外
国
な

ど
か
ら
移
送
要
請
を
受
け
て
動
く
場
合
が
多
）
22
（
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
受
刑
者
移
送
制
度
（
と
り
わ
け
受
入
移
送
）
を
非
常
に
消
極
的

に
運
用
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
二
○
○
八
年
か
ら
二
○
一
二
年
七
月
ま
で
の
韓
国
の
刑
事
施
設
や
外
国
の
刑
事
施
設
に

収
容
さ
れ
て
い
る
受
刑
者
の
移
送
申
請
件
数
と
移
送
状
況
を
み
る
）
23
（
と
、
申
請
件
数
に
比
べ
て
そ
の
許
可
率
が
非
常
に
低
い
こ
と
が
分
か
る
。

受
入
移
送
の
申
請
人
数
は
二
三
三
人
で
あ
る
が
、
許
可
人
数
は
三
六
人
で
、
約
一
五
・
五
％
の
割
合
を
示
し
て
お
り
、
送
出
移
送
の
申
請

人
数
は
一
二
一
人
で
あ
る
が
、
許
可
人
数
は
六
人
で
、
約
五
・
○
％
の
割
合
に
す
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
統
計
に
は
過
去
五
年
以
内

に
移
送
の
申
請
を
し
た
後
、
基
準
時
点
以
後
に
移
送
が
実
施
さ
れ
た
場
合
も
含
ま
れ
得
る
の
で
、
統
計
上
の
誤
差
の
存
在
が
否
定
で
き
ず
、

完
全
に
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
ま
か
に
み
て
移
送
申
請
の
人
数
に
比
べ
許
可
人
数
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
移
送
審
査
の
許
可
が
あ
ま
り
に
も
消
極
的
、
限
定
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
韓
国
の
実
情
で
あ
る

が
、
日
本
も
、
韓
国
に
比
べ
て
移
送
実
績
が
高
い
と
は
い
え
、
外
国
人
受
刑
者
の
収
容
人
員
と
移
送
実
績
を
比
較
し
た
と
き
、
や
は
り
同

制
度
を
積
極
的
に
運
用
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
デ
ー
タ
収
集
の
過
程
で
、
筆
者
が
感
じ
た
そ
の
原
因
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
移
送
を
行
う
か
否
か
の
決
定
は
、
自
国
の
固
有
の
権
限
に
属
す
る
と
い
う
認
識
が
あ
ま
り
に
も
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
移
送
相

当
性
の
審
査
に
主
観
的
な
判
断
が
介
入
す
る
傾
向
が
生
じ
、
そ
の
た
め
、
同
制
度
を
積
極
的
に
運
用
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
不
足
し
て
い
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る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
法
律
上
、
同
制
度
の
積
極
的
な
運
用
を
阻
害
す
る
制
限
的
な
条
文
が
存
在
す
る
こ

と
も
も
う
一
つ
の
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
制
度
の
活
性
化
を
期
待
す
る
た
め
に
は
、
韓
日
両
国
と
も
こ
れ
に
対
す

る
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
国
際
受
刑
者
移
送
の
実
績
を
上
げ
、
同
制
度
の
根
本
的
な
趣
旨
に
合
致
す
る
よ
う
に
制
度
運
用

の
効
率
を
極
大
化
す
べ
き
で
あ
る
。

四
　
今
後
の
課
題

㈠
　
制
度
運
用
上
の
側
面

1　

締
約
国
の
過
剰
な
裁
量
権
行
使
の
是
正

　
Ｃ
Ｅ
条
約
第
三
条
一
項
は
、
裁
判
国
と
執
行
国
が
移
送
に
同
意
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
お
り
、
第
二
条
一
項
は
、
締
約
国
は
受
刑
者

の
移
送
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
可
能
な
限
り
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
規
定
し
て
移
送
決
定
に
か
な
り
の
裁
量
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
締
約
国
は
特
別
な
事
由
が
な
く
て
も
移
送
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
、
米
国
で
は
実
際
の
移
送
申
請
件
数
の
約
二
○
％
程
）
24
（
度
が
締
約

国
の
裁
量
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
移
送
に
つ
い
て
の
裁
量
行
使
に
い
か
な
る
制
限
も
課
し
て
い
な
い
た
め
、
明
示

的
な
理
由
も
な
く
締
約
国
が
移
送
を
拒
否
し
て
も
救
済
方
法
が
な
い
。
例
え
ば
麻
薬
法
違
反
の
疑
い
で
米
国
の
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
て
い

た
カ
ナ
ダ
国
籍
の
受
刑
者
が
母
国
へ
の
移
送
を
要
求
し
た
が
、
米
国
法
務
省
が
犯
罪
及
び
そ
の
行
為
が
重
大
だ
と
い
う
理
由
で
移
送
要
求

を
拒
否
し
た
た
め
同
受
刑
者
が
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
地
裁
に
提
訴
し
た
事
件
で
、「
法
務
大
臣
は
受
刑
者
移
送
に
お
け
る
無
制
限
の
裁
量
権

を
持
つ
た
め
、
移
送
申
請
を
不
許
可
と
し
た
決
定
は
Ｃ
Ｅ
条
約
に
違
反
し
な
い
」
と
判
示
し
、
他
の
訴
訟
で
も
「
受
刑
者
の
移
送
に
つ
い

て
矯
正
機
関
は
無
制
限
の
裁
量
権
を
持
つ
」
と
い
う
理
由
で
受
刑
者
の
主
張
を
棄
却
し
）
25
（
た
。
こ
の
よ
う
に
受
刑
者
移
送
の
た
め
の
法
務
大
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臣
の
無
制
限
裁
量
権
認
定
判
決
は
米
国
裁
判
所
の
一
貫
し
た
決
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
移
送
制
度
の
基
本
趣
旨
は
、
受
刑
者
に
本
来
刑
罰

が
予
定
し
て
い
な
い
苦
痛
を
軽
減
し
、
効
果
的
な
収
容
生
活
や
改
善
更
生
を
通
じ
た
円
滑
な
社
会
復
帰
の
た
め
の
人
道
主
義
に
あ
る
か
ら
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
受
刑
者
が
母
国
で
刑
の
執
行
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
受
刑
者
移
送
の
許
可
が
締
約
国

の
過
度
の
恣
意
的
判
断
に
基
づ
い
て
消
極
的
に
運
用
さ
れ
る
と
同
制
度
の
趣
旨
が
薄
れ
て
制
度
の
存
廃
論
に
ま
で
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

り
、
受
刑
者
が
自
分
の
移
送
可
否
に
対
す
る
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
矯
正
行
政
の
一
貫
性
と
予
測
可
能
性
が
低
く
な
る
だ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
受
刑
者
の
移
送
を
要
請
し
た
相
手
国
が
そ
れ
が
可
能
か
ど
う
か
、
合
理
的
な
予
測
が

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
移
送
を
拒
否
す
る
対
象
者
の
類
型
や
移
送
が
可
能
な
受
刑
者
の
類
型
を
そ
の
国
へ
明
文
化

し
て
通
知
す
る
と
い
っ
た
運
用
が
必
要
で
あ
）
26
（
る
。
こ
う
す
れ
ば
、
無
制
限
の
裁
量
権
行
使
を
防
止
す
る
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
受
刑
者

の
立
場
か
ら
も
合
理
的
な
予
測
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
加
え
て
Ｃ
Ｅ
条
約
や
移
送
法
で
定
め
ら
れ
た
条
件
が
整
え
ば
移
送
審
査

が
自
動
的
に
行
わ
れ
、
特
別
な
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
な
る
べ
く
移
送
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
自
動
移
送
審
査
制
の
よ
う
な
方
策

も
検
討
す
べ
き
で
あ
）
27
（

る
。

　
韓
国
で
は
、
受
刑
者
の
受
入
移
送
審
査
時
に
、
受
刑
者
の
保
護
者
、
す
な
わ
ち
、
受
刑
者
の
社
会
復
帰
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
が
で
き

る
家
族
等
の
引
受
人
の
有
無
が
非
常
に
重
視
さ
れ
る
。
い
く
ら
移
送
条
件
が
揃
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
保
護
者
が
国
内
に
居
住
し
て
い
な

け
れ
ば
そ
の
受
刑
者
の
移
送
は
拒
否
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
移
送
審
査
の
う
ち
、
受
入
移
送
が
拒
否
さ
れ
た
過
去
の
事
例
を
み
る
と
、
同
性

愛
傾
向
が
あ
る
韓
国
人
受
刑
者
が
移
送
に
同
意
後
、
韓
国
側
に
移
送
許
可
を
要
請
し
た
が
、
同
受
刑
者
を
受
入
移
送
す
る
場
合
、
国
内
受

刑
者
に
与
え
る
影
響
と
収
容
生
活
の
困
難
な
点
な
ど
に
鑑
み
て
移
送
許
可
が
拒
否
さ
れ
た
事
例
が
あ
り
、
ま
た
、
深
刻
な
病
を
患
っ
て
い

る
受
刑
者
の
持
病
が
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
移
送
が
拒
否
さ
れ
た
事
例
が
あ
っ
た
。
送
出
移
送
対
象
者
と
し
て
移
送
が

拒
否
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
殺
人
罪
で
収
容
さ
れ
た
日
本
人
受
刑
者
の
移
送
条
件
が
揃
っ
て
移
送
審
査
が
行
わ
れ
た
が
、
罪
質
が
重

か
っ
た
た
め
、
特
に
被
害
者
側
の
強
い
反
対
に
よ
り
移
送
が
拒
否
さ
れ
た
事
例
や
、
殺
人
未
遂
罪
の
ア
メ
リ
カ
人
受
刑
者
に
関
し
て
、
被
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害
者
と
の
合
意
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
移
送
が
拒
否
さ
れ
た
事
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
）
28
（
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
移
送
制
度
の

趣
旨
か
ら
考
え
る
と
、
移
送
拒
否
の
理
由
が
あ
ま
り
に
恣
意
的
で
主
観
的
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
筆
者
が
話
を
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

担
当
者
も
、
移
送
を
許
可
す
る
か
ど
う
か
は
、
自
国
の
固
有
の
権
限
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
国
家
の
固
有
の
権

限
で
あ
る
前
に
何
が
受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
本
当
に
役
立
つ
の
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
国
家
の
固
有
の
権
限
だ
け
を
強
調
す
る

と
、
受
刑
者
移
送
制
度
は
消
極
的
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
自
国
民
の
保
護
な
ど
様
々
な
積
極
的
な
目
的
の
た
め
に
導
入

さ
れ
た
同
制
度
が
活
発
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
国
家
の
裁
量
権
が
適
正
に
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
量
権
の

行
使
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。

2　

裁
判
国
と
執
行
国
と
で
異
な
る
収
容
体
制
の
補
完

　
Ｃ
Ｅ
条
約
第
九
条
に
よ
れ
ば
、
執
行
国
は
刑
の
執
行
継
続
及
び
刑
の
転
換
の
い
ず
れ
か
を
決
定
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
韓
日
両
国
は
刑

の
執
行
継
続
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
刑
の
執
行
継
続
と
は
、
裁
判
国
が
宣
告
し
た
刑
の
法
的
性
質
と
期
間
に
執
行
国
が
拘
束
さ
れ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
二
○
一
三
年
四
月
、
ソ
ウ
ル
高
等
裁
判
所
は
、
日
本
に
お
い
て
不
法
滞
在
の
疑
い
で
懲
役
四
年
を
宣
告
さ
れ
、

韓
国
へ
移
送
さ
れ
た
受
刑
者
が
、
日
本
で
の
二
○
三
日
の
未
決
拘
禁
日
数
が
刑
期
に
算
入
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
同
日
数
分
刑
期
を
差
し

引
く
よ
う
要
請
し
た
も
の
の
拒
否
さ
れ
た
た
め
提
起
し
た
訴
訟
で
、
韓
国
へ
移
送
さ
れ
た
受
刑
者
の
刑
の
執
行
に
際
し
て
は
外
国
裁
判
所

の
判
決
が
韓
国
の
法
律
に
基
づ
く
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
と
し
、
原
告
敗
訴
の
判
決
を
下
し
）
29
（
た
。
し
か
し
、
刑
の
執
行
継
続
が
適

用
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
国
と
執
行
国
と
の
異
な
る
収
容
体
制
に
よ
っ
て
受
刑
者
が
自
分
の
有
利
・
不
利
に
応
じ
て
移
送
を
希

望
し
た
り
、
希
望
し
な
か
っ
た
り
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
る
。
米
国
で
は
、
受
刑
者
が
模
範
的
な
収
容
生
活
を
送
っ
て
い
る
場
合
、
一

定
の
刑
期
を
短
縮
す
る
善
時
制
度
を
運
用
し
て
い
る
が
、
韓
国
で
は
同
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
議
論
に
な
っ
て
い
る
。
麻
薬
所

持
の
疑
い
で
一
九
年
七
月
の
刑
を
宣
告
さ
れ
、
米
国
の
刑
務
所
で
服
役
中
だ
っ
た
受
刑
者
が
毎
年
五
四
日
ず
つ
減
刑
を
受
け
て
二
年
六
ヶ

月
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
そ
の
分
早
く
出
所
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
韓
国
に
移
送
さ
れ
た
後
、
米
国
で
の
減
刑
が
認
め
ら
れ
ず
元
の
刑
期
終
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了
日
ま
で
服
役
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
を
知
っ
て
自
分
の
選
択
を
後
悔
し
た
と
い
）
30
（
う
。
法
務
部
は
、
移
送
法
第
一
七
条
に

「
受
入
移
送
受
刑
者
の
仮
釈
放
、
減
刑
な
ど
自
由
刑
の
執
行
に
必
要
な
事
項
は
韓
国
の
法
律
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
し
た
が
っ
て
善
時
制
度
を
認
め
る
法
的
根
拠
が
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
日
本
で
も
韓
国
と
同
様
に
米
国
の
よ
う
な
善
時
制
度

が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
早
期
釈
放
な
ど
は
日
本
の
制
度
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
九
年
六
月
、
韓
国
の
憲
法
裁
判
所
は
、

刑
法
第
五
七
条
一
項
の
「
判
決
宣
告
前
の
拘
禁
日
数
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
有
期
懲
役
、
有
期
禁
錮
、
罰
金
及
び
科
料
に
関
す
る
留

置
又
は
拘
留
に
算
入
す
る
」
と
い
う
規
定
の
う
ち
、
未
決
拘
禁
日
数
の
「
一
部
」
算
入
に
つ
い
て
違
憲
判
）
31
（
決
を
下
し
た
。
そ
の
た
め
、
未

決
拘
禁
日
数
の
算
入
を
一
部
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
国
内
受
刑
者
を
は
じ
め
、
日
本
か
ら
移
送
さ
れ
た
受
刑
者
が
未
決
拘
禁
日
数
全
部

の
算
入
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
国
ご
と
に
少
し
ず
つ
異
な
る
収
容
体
制
等
は
、
移
送
制
度
の
運
用
に
少
な
か
ら
ぬ

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
母
国
へ
の
移
送
を
断
念
し
、
外
国
で
刑
期
を
終
え
る
と
い
う
受
刑
者
も
い
）
32
（

る
。

　
Ｃ
Ｅ
条
約
第
一
○
条
二
項
に
よ
る
と
、
裁
判
国
と
執
行
国
間
の
刑
の
性
質
や
期
間
な
ど
に
関
す
る
法
律
体
制
が
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、

司
法
ま
た
は
行
政
上
の
手
続
に
よ
る
刑
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る
が
、
善
時
制
度
な
ど
、
収
容
体
制
の
違
い
に
よ
る
刑
の
変
更
は
原
則
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
）
33
（
う
。
し
か
し
、
裁
判
国
か
ら
科
さ
れ
た
制
裁
よ
り
厳
し
く
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
移
送
制
度
の
基
本
原
則

に
鑑
み
れ
ば
、
移
送
前
に
獲
得
し
た
善
時
制
度
に
基
づ
く
減
刑
な
ど
は
認
め
ら
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
な
る
べ
く
執
行
国
で
の
刑
の
執

行
が
受
刑
者
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
多
く
の
受
刑
者
が
母
国
へ
の
移
送
を
拒
否
し
な
い
よ
う
促
す
こ
と
で
、
自
国
民
受
刑
者
が

外
国
の
刑
事
施
設
で
経
験
す
る
文
化
的
、
情
緒
的
な
差
を
減
ら
し
、
母
国
で
家
族
な
ど
の
支
援
に
支
え
ら
れ
、
改
善
更
生
に
一
層
力
を
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

3　

矯
正
駐
在
官
制
度
の
導
入

　
日
本
の
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
外
国
人
受
刑
者
は
、
国
際
対
策
室
が
整
っ
た
四
ヶ
所
の
専
門
収
容
施
設
に
三
三
・
三
％
、一
八
ヶ 

所
の
一
般
刑
事
施
設
に
六
六
・
七
％
が
収
容
さ
れ
て
い
）
34
（
る
。
専
門
の
収
容
施
設
で
は
受
刑
者
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
な
専
門
職
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員
を
配
置
し
運
用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
う
ち
府
中
刑
務
所
の
場
合
、
外
国
人
受
刑
者
の
言
語
の
種
類
が
四
八
ヶ
国
語
以
上
あ
り
、

八
人
の
専
門
職
員
が
五
つ
の
言
語
、
民
間
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
一
○
人
の
職
員
が
一
六
ヶ
国
語
に
対
応
す
る
な
ど
、
す
べ
て
の
言
語
に

対
応
す
る
た
め
に
万
全
を
期
し
て
い
る
が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、一
般
施
設
で
も
外
国
語
が
で
き
る
職
員
や
一
般
市
民
の
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
が
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
。
外
国
人
受
刑
者
に
と
っ
て
は
、

移
送
制
度
の
理
解
と
制
度
の
運
用
過
程
で
現
れ
る
様
々
な
状
況
を
考
慮
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
可
能
な
職
員
の
確
保

が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
矯
正
駐
在
官
の
派
遣
は
処
遇
の
充
実
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
矯
正
駐
在
官
は
、
専
門
知
識
を
も

と
に
自
国
と
の
緊
密
な
連
絡
関
係
を
維
持
し
て
裁
判
国
と
の
情
報
交
換
や
職
員
と
の
友
好
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
自
国
受
刑
者
の
権

利
保
護
と
迅
速
な
移
送
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
締
約
国
の
大
使
館
な
ど
が
移
送
手
続
に
関
与
し

て
お
り
、
自
国
民
保
護
の
観
点
か
ら
移
送
手
続
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
が
、
各
国
の
刑
事
司
法
制
度
が
複
雑
で
理
解
し
に
く
い
た
め
、

必
要
な
情
報
を
入
手
し
て
正
確
に
理
解
す
る
た
め
の
情
報
交
換
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
受
刑
者
移
送
時
、
案
件
に
よ
っ
て
は
外

交
上
の
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
日
頃
か
ら
緊
密
な
連
絡
や
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
）
35
（

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
使
館
の
職
員
は
専
門
家
で
は
な
い
た
め
、
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
受
刑
者
移
送
を
専
門
に
担
当

し
、
実
行
す
る
矯
正
駐
在
官
が
必
要
で
あ
る
が
、
韓
国
で
は
、
海
外
に
派
遣
さ
れ
た
矯
正
駐
在
官
は
一
人
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
警
察
駐

在
官
或
い
は
公
館
長
が
指
定
す
る
者
が
矯
正
関
連
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
者
で
は
、
矯
正
に
対
す
る
専
門
知
識
が
不
足
し
て

い
る
た
め
現
地
の
矯
正
当
局
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
の
が
難
し
い
し
、
そ
れ
に
よ
り
移
送
手
続
の
遅
延
が
発
生
し
て
お
り
、
自
国

民
受
刑
者
の
保
護
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
実
際
、
韓
国
で
は
、
関
連
業
務
を
遂
行
し
た
駐
在
官
が
難
し
さ

を
吐
露
し
、
中
国
瀋
陽
総
領
事
館
が
外
交
通
商
部
へ
矯
正
職
員
を
駐
在
官
と
し
て
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
任
に
当
た
っ
た
駐
在
官
も
受
刑
者
の
管
理
は
矯
正
職
員
が
担
当
す
る
の
が
良
い
と
の
意
見
を
表
明
し
）
36
（

た
。

　
日
本
も
韓
国
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
海
外
の
公
館
に
勤
務
す
る
矯
正
駐
在
官
は
一
人
も
い
な
い
。
た
だ
し
、「
在
外
公
館
警
備
対
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策
）
37
（
官
」
と
い
う
身
分
で
矯
正
職
員
が
法
務
省
か
ら
外
務
省
に
出
向
し
、
海
外
の
公
館
に
派
遣
さ
れ
る
場
合
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

主
な
業
務
は
あ
く
ま
で
も
海
外
の
公
館
を
警
備
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
ま
れ
に
領
事
の
職
務
を
兼
任
し
て
矯
正
業
務
を

担
当
す
る
者
も
い
る
と
は
い
え
、
矯
正
業
務
を
目
的
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
矯
正
業
務

は
非
専
門
家
が
担
当
す
る
し
か
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
受
刑
者
移
送
制
度
の
活
性
化
は
期
待
し
難
い
。
す
べ

て
の
海
外
の
公
館
に
矯
正
駐
在
官
を
派
遣
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
自
国
に
い
る
外
国
人
受
刑
者
の
多
い
国
、
或
い
は
、
自
国

民
受
刑
者
が
多
く
収
容
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
国
だ
け
で
も
矯
正
職
員
を
派
遣
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
円
滑
な
受
刑
者
移
送
手

続
の
た
め
に
も
、
誤
っ
た
情
報
提
供
に
よ
っ
て
受
刑
者
が
被
る
不
利
益
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
二
○
○
八
年
、
大
阪
刑
務
所
で
服
役
中
だ
っ
た
韓
国
人
受
刑
者
が
、
移
送
申
請
後
二
年
六
ヶ
月
が
過
ぎ
て
も
回
答
が
な
い
た
め
確
認
し

た
結
果
、
既
に
韓
国
法
務
部
が
移
送
の
承
認
を
し
、
日
本
に
通
報
し
た
が
、
日
本
は
在
日
大
使
館
を
通
じ
て
韓
国
政
府
が
直
接
通
知
す
る

よ
う
に
要
求
し
、
在
日
大
使
館
が
再
び
手
続
を
踏
ん
で
同
受
刑
者
に
移
送
事
実
を
知
ら
せ
た
の
は
移
送
承
認
後
四
ヶ
月
、
つ
ま
り
、
移
送

申
請
後
二
年
一
○
ヶ
月
が
経
過
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
）
38
（

た
。
ま
た
、
二
○
一
○
年
二
月
一
五
日
、
日
弁
連
人
権
擁
護
委
員
会
が
、
韓
国

人
受
刑
者
に
移
送
条
約
の
内
容
を
告
知
す
る
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
橋
刑
務
所
が
二
年
な
い
し
二
年
四
ヶ
月
間
、
そ
の
履
行
を

怠
っ
て
受
刑
者
の
告
知
を
受
け
る
権
利
を
侵
害
し
た
と
し
て
人
権
救
済
の
要
求
を
勧
告
し
）
39
（

た
。
も
し
矯
正
駐
在
官
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
場

合
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
よ
り
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
受
刑
者
の
権
利
の

保
護
に
そ
れ
な
り
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

4　

移
送
審
査
の
透
明
性
の
確
保
及
び
迅
速
な
意
思
決
定

　
日
本
の
移
送
法
第
七
条
で
は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ
て
受
入
移
送
の
相
当
性
に
つ
い
て
の
判
断
が
な
さ
れ
た
後
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
対

し
て
審
査
請
求
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
務
大
臣
の
判
断
と
同
裁
判
所
に
よ
る
審
査
を
必
要
と
し
て
い
る
理
由

は
、
移
送
を
し
た
場
合
、
新
た
に
執
行
国
の
公
権
力
に
よ
っ
て
身
体
の
自
由
が
剝
奪
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
行
政
庁
だ
け
の
判
断
で
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こ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
公
権
力
行
使
の
姿
と
し
て
適
切
で
な
い
た
め
、
裁
判
所
の
審
査
を
経
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た

か
ら
で
あ
）
40
（

る
。
こ
の
よ
う
に
裁
判
所
の
判
断
を
仰
ぐ
よ
う
に
し
た
の
は
合
理
的
で
あ
り
、
受
刑
者
の
権
利
保
護
の
た
め
に
は
望
ま
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
裁
判
所
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
か
ら
生
じ
る
問
題
の
一
つ
は
、
移
送
手
続
に
相
当
な
時
間
が
か
か
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
罪
質
が
軽
い
短
期
受
刑
者
が
母
国
へ
の
移
送
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
処
遇
の
公
平
性
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
日
も
早
く
母
国
に
移
送
さ
れ
、
社
会
復
帰
の
た
め
の
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
続
が

あ
ま
り
に
遅
延
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
刑
者
が
不
安
感
を
お
ぼ
え
、
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
副
作
用
が
生
じ
て

い
る
。

　
韓
国
は
、
受
刑
者
移
送
審
査
に
あ
た
り
、
裁
判
所
の
審
査
を
条
件
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
法
務
部
に
国
際
受
刑
者
移
送
諮
問
会
）
41
（
議
を
構

成
し
、
運
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
意
思
決
定
の
迅
速
性
と
責
任
行
政
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
肯
定
的
な
側
面
が
あ
る
一
方

で
、
恣
意
的
な
判
断
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
平
性
と
透
明
性
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ

れ
を
是
正
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
法
務
部
に
「
国
際
受
刑
者
移
送
審
査
委
員
会
」
を
再
度
設
置
す
る
法
律
の
改
正
案
が
国
会
に
提
出

さ
れ
て
い
）
42
（
る
。
同
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
受
刑
者
移
送
制
度
の
趣
旨
を
達
成
す
る
た
め
に
学
識
と
経
験
が
豊
富
な
外
部
委
員
を
任
命
し
、

客
観
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
点
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。
ま
た
、
公
正
性
を
確
保
し
、
迅
速
な
移
送
手
続
を
実
施
す
る
と
い
う
目
的
や
、

委
員
会
の
決
定
に
法
務
部
長
官
は
拘
束
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
な
ど
を
総
合
的
に
考
）
43
（
慮
し
て
み
る
と
、
同
委
員
会
の
設
置
は
望
ま
し

い
方
策
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
受
刑
者
移
送
審
査
に
際
し
て
裁
判
所
は
判
断
を
行
わ
な
い
た
め
、
合
理
的
な
審
査
の
た

め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
同
委
員
会
の
設
置
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
迅
速
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
法
務
部
長
官
の

所
属
機
関
化
し
な
い
よ
う
に
制
度
運
用
に
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
受
刑
者
移
送
制
度
の
積
極
的
な
実
施
の
た
め
に

は
何
よ
り
も
迅
速
な
意
思
決
定
を
介
し
て
速
や
か
に
移
送
を
実
施
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
。
現
在
一
一
ヶ
月
か
ら
二
年
に
わ
た
っ
て
な
さ

れ
る
移
送
制
度
に
は
明
ら
か
に
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
移
送
の
遅
れ
に
よ
っ
て
移
送
可
能
な
受
刑
者
が
移
送
さ
れ
な
い
理
不
尽



韓日における国際受刑者移送制度の現状と課題

23

さ
を
是
正
す
べ
き
で
あ
る
。
公
正
性
と
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
裁
判
所
の
判
断
や
移
送
審
査
委
員
会
の
審
査
、
そ
し
て
こ
れ
に
加
え
、

迅
速
な
意
思
決
定
は
受
刑
者
移
送
制
度
の
円
滑
な
実
施
と
そ
の
定
着
の
た
め
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

㈡
　
Ｃ
Ｅ
条
約
及
び
移
送
法
上
の
側
面

1　

受
刑
者
の
移
送
へ
の
同
意
有
無
の
検
討

　
Ｃ
Ｅ
条
約
第
三
条
一
項
は
移
送
に
つ
い
て
の
受
刑
者
の
同
意
を
条
件
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
韓
日
の
移
送
法
で
も
受
刑
者
の
同
意
が
前

提
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
移
送
の
目
的
が
受
刑
者
の
改
善
更
生
と
社
会
復
帰
に
あ
る
た
め
、
そ
の
趣
旨
に
反
し
て
移
送
す

る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
か
）
44
（

ら
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
刑
の
執
行
場
所
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
処
遇
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
帰
国
を

希
望
し
な
い
の
に
無
理
に
帰
国
さ
せ
服
役
さ
せ
る
こ
と
は
改
善
効
果
を
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
人
道
的
に
も
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
で
あ
）
45
（
る
。
こ
こ
で
、
な
ぜ
受
刑
者
は
母
国
へ
の
移
送
に
同
意
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
が
浮
か
ん
で

く
る
。
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
た
め
生
活
し
や
す
く
、
家
族
、
親
戚
、
友
人
が
住
ん
で
お
り
、
確
実
に
外
国
に
比
べ
て
安
定
し
た
生
活
が

で
き
る
母
国
に
帰
り
た
く
な
い
理
由
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
収
容
環
境
や
処
遇
環
境
に
相
当
の
開
き
が
あ
る
こ
と
や
、
母
国
で

の
受
刑
に
よ
り
、
周
囲
の
者
に
犯
罪
や
受
刑
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
な
）
46
（

ど
の
個
人
的
な
理
由
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
が
受
刑

者
の
改
善
更
生
や
社
会
復
帰
に
役
立
つ
も
の
で
あ
れ
ば
納
得
で
き
る
が
、
私
益
の
た
め
に
移
送
に
同
意
し
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
同
意
の

妥
当
性
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
一
人
で
も
多
く
の
受
刑
者
を
早
期
に
改
善
さ
せ
、
社
会
に
復
帰
さ
せ
よ
う
と
す
る
矯

正
理
念
に
対
す
る
国
家
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
極
め
て
個
人
的
な
理
由
の
た
め
に
移
送
に
同
意
し
な
い
受
刑
者
の
意
見
は
受
け
入
れ
る

必
要
は
な
く
、
強
制
し
て
で
も
母
国
に
移
送
し
、
そ
の
改
善
を
促
進
す
る
こ
と
が
同
制
度
の
根
本
的
な
趣
旨
を
生
か
す
た
め
に
は
必
要
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
母
国
で
の
刑
の
執
行
は
円
滑
な
社
会
復
帰
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
同
意
の
有
無
を
前
提
に
移
送
の
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
は
一
見
、
受
刑
者
の
人
権
を
保
障
す
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
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な
い
が
、
結
局
は
受
刑
者
の
改
善
更
生
を
阻
害
す
る
こ
と
に
至
ら
な
い
か
深
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
受
刑
者
の
意
思
を
尊
重
す
る

だ
け
で
は
必
ず
し
も
受
刑
者
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
改
善
更
生
に
つ
な
が
る
と
は
思
え
な
い
。
専
門
の
矯
正
職
員
が
当
該
受
刑
者
の
円
滑

な
社
会
復
帰
の
た
め
に
最
も
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
が
母
国
へ
の
移
送
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
決
定
が
正
し
く
適
切
な
判
断
で
あ
る
。

　
日
本
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
四
条
の
外
国
人
退
去
強
制
事
由
を
み
る
と
、
そ
の
中
の
一
つ
が
、
刑
罰
法
令
違
反
者
と
し

て
無
期
や
一
年
を
超
え
る
懲
役
ま
た
は
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
年
以
上
の
刑
を
宣
告
さ
れ
た
す

べ
て
の
受
刑
者
は
刑
期
を
終
了
す
る
と
退
去
強
制
に
な
る
。
そ
う
な
ら
ば
、
結
局
は
退
去
強
制
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
に
対
す
る
同

意
が
果
た
し
て
必
要
な
の
か
。
も
し
か
す
る
と
、
同
意
不
要
説
に
つ
い
て
受
刑
者
の
人
権
に
言
及
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
退
去
強
制
の
場
合

に
も
受
刑
者
が
希
望
し
な
い
場
合
に
は
退
去
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
は
受
刑
者

の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
退
去
を
強
制
し
て
い
る
。
ま
た
、
受
刑
者
が
母
国
へ
の
移
送
を
い
く
ら
希
望
し
て
も
当
事
国
が
同
意
し
な
い
と

移
送
は
不
可
能
で
あ
る
。
日
本
で
は
受
刑
者
が
同
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
送
出
移
送
を
拒
否
し
た
例
が
七
六
件
あ
っ
て
、
こ
の
う
ち
五

二
件
が
改
善
更
生
に
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
相
当
性
が
な
い
と
判
断
し
て
韓
国
人
の
特
別
永
住
者
等
の
移
送
を
拒
否
し
た
ケ
ー
ス
で
あ

る
と
い
）
47
（
う
。
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
は
同
意
必
要
説
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
見
で
は
、
同
意
必
要
説
よ
り
受
刑
者
個
人
の
状
況

を
考
慮
し
て
事
案
に
応
じ
て
判
断
す
る
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
一
九
九
七
年
に
欧
州
評
議
会
で
採
択
さ
れ
た
「
Ｃ
Ｅ
条
約
に

関
す
る
追
加
議
定
書
」
第
二
条
三
項
を
み
る
と
、
受
刑
者
移
送
と
関
連
し
て
、
本
人
の
同
意
が
不
要
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
）
48
（
る
。
ま
た
、

二
○
○
八
年
一
一
月
二
七
日
の
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
執
行
を
目
的
と
す
る
、
自
由
を
剝
奪
す
る
刑
ま
た
は
処
分
を
科
す
刑
事
判
決
へ
の
相
互

承
認
の
原
則
の
適
用
に
関
す
る
、
欧
州
理
事
会
の
枠
組
決
定
（
未
発
効
）」
は
、
Ｃ
Ｅ
条
約
と
は
異
な
り
、
受
刑
者
と
執
行
国
の
同
意
が

一
定
の
要
件
の
下
で
不
要
で
あ
る
と
し
、
Ｅ
Ｕ
内
で
は
Ｃ
Ｅ
条
約
で
は
な
く
、
同
枠
組
決
定
を
適
用
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
し

か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
国
は
ま
だ
同
枠
組
決
定
を
国
内
法
化
し
て
い
な
い
。
も
し
も
こ
の
枠
組
決
定
が
発
効
し
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば

Ｅ
Ｕ
圏
内
で
の
Ｃ
Ｅ
条
約
は
消
滅
す
）
49
（
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
Ｅ
Ｕ
で
同
枠
組
決
定
が
発
効
さ
れ
た
国
の
間
で
は
、
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受
刑
者
の
同
意
が
不
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
韓
日
を
は
じ
め
と
す
る
Ｅ
Ｕ
以
外
の
諸
国
と
の
受
刑
者
移
送
は
引
き
続
き
Ｃ
Ｅ
条

約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
現
状
を
勘
案
し
て
み
る
と
受
刑
者
の
同
意
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
薄
く
感
じ
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
Ｃ
Ｅ
条
約
の
移
送
条
件
の
一
つ
で
あ
る
受
刑
者
の
同
意
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｅ
条
約
の
改
正
は
、

容
易
で
は
な
い
問
題
で
あ
り
、
韓
日
両
国
が
現
状
で
最
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
と
し
て
、
ま
ず
、
今
後
締
結
す
る

こ
と
に
な
る
二
国
間
条
約
に
お
い
て
同
意
を
不
要
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
動
き
が
み
ら
れ
る

た
め
、
今
後
受
刑
者
の
同
意
を
不
要
と
す
る
（
二
国
間
）
条
約
を
締
結
す
る
国
が
徐
々
に
増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

2　
「
一
四
歳
以
上
」
と
い
う
年
齢
制
限
の
削
除
の
検
討

　
日
本
の
移
送
法
第
五
条
二
号
を
み
る
と
、
受
入
受
刑
者
が
一
四
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
年
齢
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｃ
Ｅ
条
約
や
韓
国
の
移
送
法
、
韓
国
が
締
結
し
た
二
国
間
条
約
の
い
ず
れ
に
も
年
齢
の
制
限
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、

な
ぜ
日
本
の
移
送
法
だ
け
が
こ
の
年
齢
に
関
す
る
制
限
規
定
を
置
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
日
本
の
法
制
度
上
一
四
歳
未

満
の
者
に
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
（
刑
法
第
四
一
条
）、
そ
れ
と
の
均
衡
上
、
刑
事
施
設
に
拘
置
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い

と
し
、
受
入
移
送
の
場
合
に
も
一
四
歳
未
満
の
者
を
拘
置
す
る
こ
と
は
そ
の
者
の
健
全
育
成
の
観
点
な
ど
か
ら
適
当
で
あ
る
と
は
認
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
）
50
（
ら
だ
と
い
う
。

　
韓
国
刑
法
第
九
条
で
は
、「
一
四
歳
に
な
ら
な
い
者
の
行
為
は
罰
し
な
い
」
と
さ
れ
、
刑
事
未
成
年
者
を
一
四
歳
未
満
と
規
定
し
て
お

り
、
一
○
〜
一
三
歳
の
児
童
は
触
法
少
年
と
し
て
刑
事
罰
を
科
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
法
務
部
に
よ
る
と
触
法
少
年
は
二
○
○
五
年
に

は
六
○
六
○
人
で
あ
っ
た
が
、
二
○
○
九
年
に
は
一
万
一
六
○
九
人
と
約
二
倍
に
増
加
し
、
重
大
犯
罪
の
割
合
も
一
三
％
を
超
え
る
と
さ

れ
る
。
少
年
犯
罪
の
再
犯
率
も
高
い
数
値
を
示
す
傾
向
に
あ
り
（
三
八
・
三
％
、
二
○
一
○
年
）、
少
年
犯
罪
が
低
年
齢
化
、
凶
悪
化
し
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
各
国
に
共
通
し
て
お
り
、
少
年
犯
罪
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
た
め
刑
事
責
任
年
齢
を
下
げ
て
こ
れ
ら

を
処
罰
で
き
る
よ
う
に
し
て
犯
罪
を
予
防
せ
よ
と
い
う
世
論
が
台
頭
し
て
い
る
。
韓
国
で
も
少
年
の
成
長
発
達
速
度
を
考
慮
し
て
一
九
五
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三
年
に
制
定
さ
れ
た
現
行
の
刑
事
未
成
年
者
の
年
齢
を
一
二
歳
に
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
現
れ
て
い
）
51
（
る
。

　
各
国
の
刑
事
責
任
年
齢
を
み
る
と
、
一
四
歳
と
規
定
し
て
い
る
国
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
韓
）
52
（

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
よ
り
低
い
国
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
五
歳
以
上
と
規
定
し
て
い
る
国
も
多
く
あ
る

が
、
す
べ
て
の
国
が
一
律
に
定
め
る
も
の
で
は
な
く
、
少
年
の
精
神
的
・
身
体
的
成
熟
度
、
教
育
的
・
社
会
的
・
文
化
的
影
響
、
各
国
の

傾
向
な
ど
、
様
々
な
要
素
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
決
定
す
る
の
）
53
（

で
、
国
ご
と
に
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
刑
事
責
任
年
齢
は
国

ご
と
に
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
だ
け
が
移
送
法
に
受
入
移
送
対
象
者
の
条
件
と
し
て
一
四
歳
以
上
と
い
う
制
限
を
置
い
て
、
将

来
的
に
収
容
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
一
四
歳
未
満
の
受
入
移
送
を
最
初
か
ら
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
）
54
（

か
。
今
後
の
少
年
犯
罪
の
低
年
齢
化
、

凶
悪
化
の
傾
向
は
さ
ら
に
加
速
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
刑
事
責
任
年
齢
を
引
き
下
げ
よ
と
い
う
世
論
が
高
ま
れ
ば
、
刑
法
改
正
の
動
き

も
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。
少
年
犯
罪
者
を
健
全
な
社
会
人
と
し
て
復
帰
さ
せ
る
た
め
に
国
と
し
て
そ
の
改
善
更
生
に
最
善
を
尽
く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
一
四
歳
未
満
の
受
刑
者
は
極
め
て
少
数
で
あ
り
、
対
象
者
が
い
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
万
が
一
の
場

合
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人
の
自
国
民
受
刑
者
、
特
に
一
四
歳
未
満
の
少
年
受
刑
者
の
人
権
侵
害
を
防
止
し
、
そ
の
心
身
の
安

定
及
び
社
会
復
帰
の
た
め
の
改
善
更
生
に
注
力
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
国
民
の
保
護
の
原
則
的
な
観
点
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
数
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
今
後
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
自
国
民
の
一
四
歳
未
満
の
少
年
受

刑
者
の
処
遇
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
移
送
法
の
一
四
歳
以
上
の
規
定
に
つ
い
て
の
検
討
が
日
本
に
は
必
要
で

あ
る
。

3　

服
役
す
る
残
刑
期
の
検
討

　
Ｃ
Ｅ
条
約
第
三
条
一
項
は
「
受
刑
者
が
服
役
す
る
刑
が
少
な
く
と
も
六
ヶ
月
以
上
で
あ
る
こ
と
」
を
条
件
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
同
条
約
が
受
刑
者
の
改
善
更
生
と
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の
な
の
で
、
効
率
性
の
面
で
、
残
刑
期
が
十
分
で
あ
る
こ
と

と
当
事
国
が
負
担
す
る
相
当
の
費
用
と
受
刑
者
移
送
に
よ
っ
て
達
成
で
き
る
目
的
が
比
例
す
る
の
で
、
残
刑
期
の
短
い
受
刑
者
は
移
送
か
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ら
除
外
す
る
と
い
う
趣
旨
で
制
定
さ
れ
た
規
定
で
あ
）
55
（
る
。
例
外
的
な
場
合
と
し
て
、
同
条
約
第
三
条
二
項
は
、
締
約
国
は
服
役
す
る
刑
期

が
六
ヶ
月
未
満
の
場
合
に
も
移
送
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
六
ヶ
月
未
満

の
短
期
刑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
善
更
生
や
社
会
復
帰
の
見
通
し
が
順
調
で
、
か
つ
移
送
国
が
隣
国
な
の
で
低
コ
ス
ト
で
も
移
送
が
可
能

な
場
合
な
ど
に
、
迅
速
な
移
送
を
可
能
に
す
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
韓
国
が
二
国
間

条
約
を
締
結
し
た
五
ヶ
国
と
の
条
約
で
も
、
服
役
す
る
刑
期
を
一
年
以
上
（
イ
ン
ド
は
六
ヶ
月
以
上
）
と
規
定
し
た
う
え
で
、
裁
判
国
と
執

行
国
両
）
56
（
方
が
残
刑
期
に
関
係
な
く
移
送
に
同
意
で
き
る
と
す
る
例
外
規
定
を
設
け
て
い
る
。

　
移
送
手
続
に
か
か
る
時
間
は
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
は
積
極
的
に
対
処
し
て
手
続
も
迅
速
で
あ
る
一
方
、日
本
は
、早
け
れ
ば
一
一
ヶ 

月
、
通
常
は
二
年
程
度
か
か
る
と
い
）
57
（
う
。
こ
の
よ
う
な
現
実
に
鑑
み
れ
ば
、
Ｃ
Ｅ
条
約
は
残
刑
期
を
六
ヶ
月
以
上
と
定
め
て
お
り
、
ま
た
、

日
本
が
二
国
間
条
約
を
締
結
し
た
タ
イ
に
関
し
て
は
服
役
期
間
が
一
年
以
上
残
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
点
を
考
え
る
と
、
刑
期
二

年
六
月
〜
三
年
以
下
の
受
刑
者
は
移
送
が
難
し
い
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
結
局
、
罪
質
が
軽
い

短
期
受
刑
者
ま
た
は
服
役
す
る
残
刑
期
が
少
な
い
中
長
期
受
刑
者
に
不
利
で
、
処
遇
の
公
平
性
、
合
理
性
の
面
で
も
好
ま
し
く
な
い
。
受

刑
者
一
人
に
か
か
る
矯
正
費
用
が
平
均
一
〇
〇
〇
万
円
以
）
58
（
上
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
外
国
人
受
刑
者
の
母
国
へ
の
移
送
は
受
刑
者
の

人
権
と
い
う
移
送
目
的
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
ば
か
り
か
、
裁
判
国
国
民
の
税
金
を
節
約
す
る
と
い
う
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
す
ら
も
存
在

す
る
と
い
え
る
。
Ｃ
Ｅ
条
約
と
韓
日
の
移
送
法
で
は
、
移
送
時
に
発
生
す
る
費
用
を
執
行
国
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の

「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」
第
五
二
条
四
）
59
（

項
で
は
、
退
去
強
制
の
費
用
負
担
は
原
則
と
し
て
国
費
負
担
だ
が
、
自
費
出
国
が
可
能

な
者
に
つ
い
て
は
、
極
力
そ
の
努
力
を
促
し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
的
に
困
難
な
者
、
特
に
人
道
的
配
慮
か
ら
早
期
送
還
が
必
要
な
者

等
に
つ
い
て
は
国
費
送
還
の
措
置
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
韓
国
で
も
同
様
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
平
成
二
三

年
度
の
刑
罰
法
令
違
反
者
の
退
去
強
制
者
七
七
一
人
の
う
ち
国
費
に
よ
る
退
去
強
制
者
は
二
三
一
人
で
あ
っ
）
60
（

た
。
受
刑
者
移
送
制
度
を
う

ま
く
活
用
す
れ
ば
、
刑
期
終
了
後
退
去
強
制
さ
れ
る
出
所
者
の
費
用
を
国
費
負
担
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
ま
た
、
裁
判
国
が
航
空
運
賃
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を
負
担
し
て
も
送
出
移
送
を
実
施
す
る
こ
と
で
矯
正
費
用
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
裁
判
国
に
有
利
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
刑
期

が
短
期
間
の
外
国
人
受
刑
者
の
刑
の
執
行
費
用
と
刑
期
終
了
後
退
去
強
制
に
よ
っ
て
か
か
る
費
用
な
ど
を
比
較
す
れ
ば
、
受
刑
者
移
送
は

経
済
的
に
も
有
利
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
費
用
問
題
に
言
及
す
る
こ
と
は
移
送
制
度
の
趣
旨
に
合
わ
な
い
が
、
再
三
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

受
刑
者
に
と
っ
て
も
母
国
で
受
刑
生
活
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
復
帰
の
見
通
し
が
さ
ら
に
明
る
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
服
役
す
る
残
刑
期
が
六
ヶ
月
ま
た
は
一
年
未
満
の
受
刑
者
の
場
合
に
は
、
移
送
手
続
の
進
行
に
か
な
り
の
時
間

が
か
か
る
現
実
を
考
え
る
と
、
移
送
手
続
の
進
行
中
に
刑
期
終
了
さ
れ
る
状
況
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
服
役
す
る
残
刑

期
が
短
い
受
刑
者
の
移
送
に
お
い
て
は
、
移
送
条
件
が
整
え
ば
自
動
的
に
移
送
審
査
が
進
ん
で
最
小
限
の
簡
単
な
審
査
を
通
じ
て
最
短
時

間
内
に
移
送
手
続
が
完
了
さ
れ
て
母
国
に
移
送
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
方
法
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｃ
Ｅ
条
約
や
二
国
間
条
約
に
存

在
す
る
、
服
役
す
る
刑
期
が
六
ヶ
月
未
満
ま
た
は
一
年
未
満
の
場
合
に
は
移
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
規
定
の
見
直
し
や
但
し

書
き
の
積
極
的
な
適
用
を
通
じ
、
短
期
受
刑
者
の
移
送
を
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
公
平
性
の
問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
合
理
的

な
制
度
の
運
用
を
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
国
際
受
刑
者
移
送
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
考
察
し
た
後
、
Ｃ
Ｅ
条
約
と
韓
日
両
国
の
国
際
受
刑
者
移
送
制
度
を
運
用
す
る

過
程
で
現
れ
た
い
く
つ
か
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
韓
日
両
国
は
、
同
制
度
を
消
極
的
に
運
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
自
国
の
受
刑
者
が
外
国
の
刑
事
施
設
で
服
役
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
困
難
や
支
障
を
軽
減
し
、
受
刑
者
の
改
善

更
生
及
び
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
上
で
大
き
く
貢
献
で
き
る
同
制
度
が
な
ぜ
消
極
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
に
答

え
、
受
刑
者
移
送
制
度
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
内
容
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
ず
、
制
度
運
用
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上
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
各
国
は
受
刑
者
の
移
送
の
諾
否
に
関
す
る
裁
量
権
行
使
の
幅
を
最
小
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
異
な
る
受

容
体
制
を
受
刑
者
の
処
遇
に
有
利
な
方
向
に
補
完
し
て
、
矯
正
駐
在
官
の
ポ
ス
ト
を
新
設
し
移
送
手
続
上
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
透
明
か
つ
公
正
な
移
送
審
査
及
び
、
迅
速
な
意
思
決
定
を
介
し
て
移
送
の
遅
延
を
防
止
し
、
多
様
な
国
籍
の
外
国
人
受
刑
者

に
対
応
す
る
た
め
の
二
国
間
条
約
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
特
に
日
本
は
、
外
国
人
受
刑
者
の
多
数
を
占
め
て
い
る
中
国
、
イ 

ラ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
国
と
の
条
約
締
結
に
む
け
た
具
体
的
な
動
き
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
、
法
的
な
側
面
か
ら
の
検
討
の
結
果
、
Ｃ

Ｅ
条
約
や
移
送
法
で
の
移
送
条
件
の
柔
軟
な
適
用
を
介
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
外
国
人
受
刑
者
に
対
し
て
母
国
へ
の
移
送
を
実
施
し

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
制
度
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
努
力
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
受
刑

者
移
送
制
度
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
各
国
の
姿
勢
で
あ
る
。
い
く
ら
良
い
制
度
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
制
度
を
有
効
適
切
に
活
用
す

る
積
極
的
な
姿
勢
が
足
り
な
け
れ
ば
、
同
制
度
の
効
果
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
制
度
は
名
ば
か
り
の
制
度
と
し
て
存
在
す

る
に
す
ぎ
な
い
。

　
今
回
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
具
体
的
に
検
討
し
な
か
っ
た
共
助
刑
の
執
行
に
関
す
る
理
解
に
つ
い
て
、
及
び
実
務
上
発
生
す
る
現
状

等
に
つ
い
て
受
刑
者
移
送
業
務
を
担
当
す
る
矯
正
職
員
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
じ
て
更
に
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
1
）  

二
○
世
紀
以
降
、
交
通
や
通
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
応
じ
て
、
各
々
が
滞
在
し
て
い
る
時
間
、
国
は
違
う
が
、
同
じ
影
響
圏
の
中
で

生
き
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
韓
国
で
は
、
人
々
は
地
球
と
い
う
「
村
」
に
住
ん
で
い
る
「
家
族
」
で
あ
る
、
と
い
う
表
現
が
よ
く
用
い
ら

れ
る
。
ネ
イ
バ
ー
知
識
百
科
（http://term

s.naver.com
/entry.nhn?cid=3436&

docId=922349&
m
obile&

categoryId=3436

）
参
照
。

（
2
）  

二
○
○
九
年
、
中
国
で
脱
北
者
を
助
け
て
い
る
途
中
逮
捕
さ
れ
、
七
年
間
服
役
し
た
韓
国
人
が
中
国
の
刑
務
所
に
収
容
中
、
暴
行
、
電
気
拷
問

な
ど
の
後
遺
症
で
脳
内
出
血
と
下
半
身
麻
痺
の
状
態
と
な
り 

（
二
○
○
九
年
九
月
一
八
日
「
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
」）、
ま
た
、
同
罪
名
で
服
役
し
た

も
う
一
人
は
継
続
的
な
暴
行
に
よ
る
苦
痛
で
自
殺
を
試
み
、
暴
行
さ
れ
る
こ
と
が
死
ぬ
こ
と
よ
り
も
怖
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
米
国
の
刑
務
所

で
服
役
し
た
出
所
者
の
証
言
に
よ
る
と
、
人
種
差
別
と
暴
力
が
最
も
苦
痛
だ
っ
た
と
い
う
（
法
律
放
送
二
○
○
九
年
一
二
月
三
一
日
「
あ
る
帰
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郷
」）。
二
○
一
○
年
四
月
麻
薬
密
輸
の
罪
に
よ
り
中
国
の
刑
務
所
へ
収
容
さ
れ
た
日
本
人
四
名
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
、
二
○
一
一
年
に
は
マ
レ
ー

シ
ア
、
中
国
に
お
い
て
多
量
の
違
法
薬
物
を
所
持
し
た
罪
に
よ
り
日
本
人
に
死
刑
判
決
が
出
て
い
る
。
外
務
省
『
外
交
青
書
』（
二
○
一
二
年
）

二
六
一
頁
。

（
3
）  
民
主
主
義
と
人
権
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
す
る
欧
州
の
国
際
機
構
と
し
て
、
一
九
四
九
年
五
月
五
日
に
設
立
さ
れ
、
二
○
一
一
年
現
在
の

加
盟
国
は
四
七
ヶ
国
で
あ
る
。

（
4
）  
日
本
弁
護
士
連
合
会
「
受
刑
者
移
送
条
約
に
関
す
る
人
権
救
済
申
立
事
件
の
調
査
報
告
書
」（
二
○
一
○
年
）
一
○
頁
。

（
5
）  

강
등
원
「
国
際
受
刑
者
移
送
制
度
に
関
す
る
考
察
」
延
世
大
学
校
法
務
大
学
院
修
士
論
文
（
二
○
○
八
年
）
五
頁
。

（
6
）  

一
九
八
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
三
万
四
五
七
九
人
の
受
刑
者
の
う
ち
、
外
国
人
受
刑
者
が
二
六
・
三
％
を
占
め
て
お
り
、
一
九
八
四
年
の

ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
は
、
外
国
人
受
刑
者
が
一
○
・
四
％
を
占
め
た
。 

韓
国
外
交
通
商
部
条
約
局
「
受
刑
者
移
送
制
度
の
概
況
」（
二
○
○
五
年
）。

（
7
）  

裁
判
国
と
は
、
移
送
さ
れ
得
る
者
ま
た
は
移
送
さ
れ
た
者
に
刑
を
命
じ
た
国
を
い
う
。
執
行
国
と
は
、
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
が
そ
の
刑
に
服

役
す
る
た
め
に
移
送
さ
れ
得
る
国
ま
た
は
移
送
さ
れ
た
国
を
い
う
。

（
8
）  

韓
国
国
際
受
刑
者
移
送
法
第
二
条
二
号
、
日
本
国
際
受
刑
者
移
送
法
第
二
条
五
号
。

（
9
）  

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.m

oj.go.jp/kyousei1/kyousei_kyouse29.htm
l

）
参
照
。

（
10
）  

韓
国
国
際
受
刑
者
移
送
法
第
二
条
三
号
、
日
本
国
際
受
刑
者
移
送
法
第
二
条
六
号
。

（
11
）  

日
本
と
同
様
韓
国
に
お
い
て
も
、
科
料
は
財
産
刑
の
一
種
で
あ
り
、
犯
罪
者
に
一
定
金
額
の
支
払
義
務
を
強
制
的
に
負
担
さ
せ
る
と
い
う
点
で

罰
金
刑
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
軽
犯
罪
に
賦
課
さ
れ
、
金
額
が
少
な
い
と
い
う
点
で
罰
金
と
区
別
さ
れ
る
。
科
料
は
二
〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
以
上

五
万
ウ
ォ
ン
未
満
で
、
納
入
し
な
い
者
は
三
○
日
未
満
の
期
間
労
役
場
に
留
置
す
る
。
科
料
は
財
産
刑
の
一
種
で
あ
る
が
、
過
怠
料
は
行
政
上
の

制
裁
に
過
ぎ
な
い
。
이
병
태
『
法
律
用
語
辞
書
』
二
○
一
○
年
。

（
12
）  

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.m

oj.go.jp/kyousei1/kyousei_kyouse29.htm
l

）
参
照
。

（
13
）  

日
本
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
い
て
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
に
つ
い
て
、
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
に
特
別
永
住
者
と
定
め
、
日
本
の

条
約
上
の
国
民
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
な
ど
が
、
特
別
永
住
者
で
あ
り
、
入
国
管
理
法
上
は
外
国
人
だ
が
、
日

本
に
永
住
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
菅
野
哲
也
「
国
際
受
刑
者
移
送
に
つ
い
て
」『
罪
と
罰
』
第
四
九
巻
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
三
七
頁
。

（
14
）  

日
本
に
い
る
外
国
人
の
う
ち
、
永
住
者
、
特
別
永
住
者
、
ア
メ
リ
カ
・
国
際
連
合
の
軍
隊
の
構
成
員
及
び
そ
れ
ら
の
家
族
、
在
留
資
格
不
明
者

以
外
の
者
を
い
う
。
法
務
省
矯
正
局
『
矯
正
統
計
年
報
Ⅰ
』（
二
○
一
○
年
）。
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（
15
）  

法
務
部
矯
正
本
部
『
矯
正
統
計
年
報
』（
二
○
一
二
年
）
一
○
七
〜
一
○
八
頁
。

（
16
）  

菅
野
哲
也
・
前
掲
注
（
13
）
七
頁
。

（
17
）  

法
務
部
矯
正
本
部
・
前
掲
注
（
15
）
一
一
○
〜
一
一
一
頁
。

（
18
）  
法
務
省
矯
正
統
計
統
計
表
（http://w

w
w.e-stat.go.jp/SG

1/estat/List.do?lid=000001096464

）
参
照
。

（
19
）  
二
○
一
三
年
五
月
一
日
現
在
、
施
設
見
学
時
の
説
明
会
資
料
参
照
。
デ
ー
タ
収
集
の
限
界
上
、
東
京
矯
正
管
区
内
の
う
ち
、
国
際
対
策
室
が
設

置
さ
れ
て
い
る
府
中
及
び
横
浜
刑
務
所
の
状
況
を
踏
ま
え
た
。

（
20
）  

コ
カ
イ
ン
輸
入
の
謀
議
な
ど
で
三
○
年
の
拘
禁
刑
の
判
決
を
受
け
、
米
国
で
服
役
し
て
い
た
七
○
代
の
男
性
が
、
日
本
へ
移
送
さ
れ
た
。
海
外

の
日
本
人
受
刑
者
の
受
入
は
初
め
て
で
、
こ
の
受
刑
者
は
禁
錮
二
○
年
に
相
当
す
る
刑
を
受
け
る
。
共
同
通
信
ニ
ュ
ー
ス
（
二
○
○
六
年
四
月
二

八
日
）。

（
21
）  

麻
薬
法
違
反
で
懲
役
三
年
の
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
服
役
し
て
い
た
四
一
歳
の
男
性
が
韓
国
か
ら
受
入
移
送
さ
れ
た
（
韓
国
法
務
部
の
関
係
者
に

対
す
る
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
○
一
三
年
六
月
一
○
日
）。

（
22
）  

愛
知
正
博
・
足
立
友
子
「
受
刑
者
移
送
条
約
の
問
題
点
」『
刑
法
雑
誌
』
第
五
一
巻
三
号
（
二
○
一
二
年
）
四
八
四
頁
。

（
23
）  

法
務
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
会
要
求
提
出
資
料
」
二
○
一
二
年 

（http://w
w
w.m

oj.go.kr/H
P/CO

M
/bbs_03/BoardList.do?strO

rgGbnCd= 
100000&

strRtnU
RL=M

O
J_10306010&

strFilePath=m
oj/&

strN
bodCd=noti0010

）
参
照
。

（
24
）  

金
学
成
「
在
外
韓
国
人
の
受
刑
者
の
保
護
方
策
」
国
会
立
法
調
査
処
政
策
懇
談
会
（
二
○
一
○
年
）
五
頁
。

（
25
）  

金
学
成
「
国
際
受
刑
者
移
送
制
度
の
問
題
点
及
び
解
決
方
策
」『
矯
正
研
究
』
第
四
四
号
（
二
○
○
九
年
）
一
七
五
〜
一
七
六
、
一
八
三
〜
一

八
四
頁
。

（
26
）  

강
등
원
・
前
掲
注
（
5
）
一
○
四
頁
。
米
国
の
場
合
、
受
刑
者
移
送
審
査
基
準
に
関
す
る
「
法
務
省
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
内
部
指
針
に
運
用
し

て
い
る
。

（
27
）  

金
学
成
・
前
掲
注
（
24
）
六
頁
。

（
28
）  

法
務
部
政
策
ニ
ュ
ー
ス
（
二
○
○
六
年
一
○
月
一
六
日
）。
一
九
八
四
年
制
定
の
タ
イ
の
移
送
法
で
は
、
執
行
国
で
刑
を
執
行
す
る
場
合
、
自

国
で
宣
告
さ
れ
た
刑
罰
の
効
果
が
減
少
さ
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
と
、
被
害
者
を
含
む
国
民
の
法
感
情
を
考
慮
し
、
受
刑
者
が
刑
期
の

三
分
の
一
な
い
し
四
年
間
の
刑
の
執
行
が
行
わ
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
、
送
出
移
送
の
対
象
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
一
定
の
刑
期
を
服
役
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
害
者
の
感
情
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
受
刑
者
移
送
制
度
の
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大
局
的
な
視
点
に
立
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
29
）  

ソ
ウ
ル
高
等
裁
判
所
二
○
一
三
年
四
月
二
四
日
判
決
、
事
件
二
○
一
二
누
三
五
六
三
六
号
（
第
一
審
判
決
、
ソ
ウ
ル
行
政
裁
判
所
二
○
一
二
구

합
二
三
二
一
一
号
）。
た
だ
し
、
同
事
案
に
つ
い
て
憲
法
裁
判
所
が
違
憲
判
決
を
下
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
は
未
決
拘
禁
日
数
の
す
べ
て
が
刑

期
に
含
ま
れ
て
い
る
（
後
掲
注
（
31
）
も
参
照
）。

（
30
）  
世
界
日
報
社
会
面
（
二
○
一
○
年
二
月
一
五
日
）。

（
31
）  
未
決
拘
禁
を
許
容
す
る
こ
と
自
体
が
憲
法
上
の
不
拘
束
捜
査
の
原
則
の
例
外
で
あ
る
が
、
刑
法
第
五
七
条
一
項
の
「
一
部
」
は
例
外
的
な
特
例

を
設
定
す
る
こ
と
で
、
身
体
の
自
由
の
侵
害
を
加
重
し
て
お
り
、
被
告
人
の
裁
判
請
求
権
や
上
訴
権
の
適
正
な
行
使
を
阻
害
す
る
。
さ
ら
に
、
被

告
が
訴
訟
の
遅
延
等
の
不
当
な
行
為
を
し
た
と
し
て
も
こ
れ
を
理
由
に
拘
禁
日
数
の
一
部
を
刑
期
に
算
入
し
な
い
の
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
処
罰
さ

れ
な
い
訴
訟
上
の
態
度
に
つ
い
て
刑
罰
的
要
素
を
導
入
し
て
制
裁
を
加
え
る
こ
と
で
あ
り
、
無
罪
推
定
の
原
則
に
反
す
る
（
憲
法
裁
判
所
二
○
○

九
年
六
月
二
五
日
判
決
、 
二
○
○
七
헌
바
二
五
号
、
判
例
集
二
一
巻
一
集
七
八
四
〜
八
一
九
）。

（
32
）  

中
国
で
一
二
年
の
刑
を
服
役
中
に
受
け
た
減
刑
が
韓
国
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
韓
国
へ
の
移
送
を
断
念
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
韓

国
よ
り
仮
釈
放
率
が
高
い
日
本
で
収
容
生
活
を
す
る
方
が
有
利
だ
と
し
て
移
送
申
請
を
放
棄
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
週
刊
東
亜
（
二
○
○

八
年
六
月
五
日
）。

（
33
）  

金
学
成
・
前
掲
注
（
24
）
五
頁
。

（
34
）  

二
○
一
一
年
末
の
来
日
外
国
人
受
刑
者
は
、
府
中
刑
務
所
に
一
五
・
○
％
、
横
浜
刑
務
所
に
六
・
八
％
、
大
阪
刑
務
所
に
一
一
・
○
％
、
福
島

刑
務
所
に
○
・
五
％
収
容
さ
れ
て
い
る
。 

法
務
省
矯
正
局
『
矯
正
統
計
年
報
Ⅰ
』（
二
○
一
二
年
）。

（
35
）  

内
田
雅
人
「
国
際
受
刑
者
移
送
制
度
の
現
状
と
課
題
」『
刑
政
』
第
一
二
○
巻
一
号
（
二
○
○
九
年
）
三
二
頁
。

（
36
）  

金
学
成
・
前
掲
注
（
24
）
六
頁
。

（
37
）  

在
外
公
館
に
勤
務
し
、
公
館
の
警
備
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
外
交
官
の
官
職
、
及
び
そ
の
外
交
官
が
公
に
用
い
る
官
名
の
こ
と
。
在
外
公

館
警
備
対
策
官
に
任
用
さ
れ
る
の
は
主
に
自
衛
官
、
警
察
官
、
海
上
保
安
官
、
入
国
警
備
官
、
公
安
調
査
官
で
、
本
来
の
所
属
官
公
庁
か
ら
外
務

省
へ
出
向
し
て
任
命
さ
れ
る
。
警
備
対
策
官
は
、
通
常
、
職
階
に
応
じ
て
「
在
外
公
館
警
備
対
策
官
」
と
い
う
外
務
職
員
が
公
に
用
い
る
名
称
の

他
に
、「
二
等
書
記
官
」「
三
等
理
事
官
」「
副
領
事
」
等
の
公
の
名
称
を
併
せ
て
用
い
る
。 

（
38
）  

週
刊
東
亜
（
二
○
○
八
年
六
月
五
日
）。

（
39
）  

日
本
弁
護
士
連
合
会
・
前
掲
注
（
4
）
一
一
頁
。
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（
40
）  

大
橋
哲
「
国
際
受
刑
者
移
送
法
に
つ
い
て
」『
犯
罪
と
非
行
』（
二
○
○
三
年
八
月
）
五
四
頁
。

（
41
）  

法
務
部
次
官
を
委
員
長
と
し
、
法
務
部
検
察
局
長
、
犯
罪
予
防
政
策
局
長
、
矯
正
本
部
長
、
最
高
検
察
庁
公
判
訟
務
部
長
、
外
交
通
商
部
在
外

同
胞
領
事
局
長
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
42
）  
二
○
○
三
年
国
際
受
刑
者
移
送
法
制
定
時
、
国
際
受
刑
者
移
送
審
査
委
員
会
を
設
置
し
た
が
、
二
○
○
八
年
五
月
、
行
政
安
全
部
が
、
運
用
実

績
が
悪
化
し
た
委
員
会
や
、
長
期
間
構
成
さ
れ
て
い
な
い
委
員
会
を
統
廃
合
す
る
な
ど
の
法
律
の
改
正
を
推
進
し
、
二
○
○
九
年
三
月
、
同
委
員

会
が
廃
止
さ
れ
た
。

（
43
）  

国
会
法
制
司
法
委
員
会
「
国
際
受
刑
者
移
送
法
の
一
部
改
正
法
律
案
検
討
報
告
」（
二
○
一
三
年
）。

（
44
）  

林
谷
浩
二 「
受
刑
者
の
国
際
移
送
の
現
状
と
課
題
」『
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
二
七
号
（
二
○
一
一
年
）
二
三
頁
。

（
45
）  

加
藤
佐
千
夫
「
国
際
受
刑
者
移
送
法
に
つ
い
て
」『
中
京
法
学
』
第
四
六
巻
一
・
二
号
（
二
○
一
二
年
）
一
二
頁
。

（
46
）  

太
田
達
也
「
国
際
犯
罪
の
増
加
に
お
け
る
矯
正
の
果
た
す
役
割

―
来
日
外
国
人
受
刑
者
の
処
遇
を
中
心
と
し
て

―
」『
法
律
の
ひ
ろ
ば
』

（
二
○
○
二
年
）
五
四
頁
。

（
47
）  

愛
知
正
博
・
足
立
友
子
・
前
掲
注
（
22
）
四
八
四
頁
。

（
48
）  

現
在
の
締
約
国
は
三
五
ヶ
国
で
、
欧
州
平
議
会
の
非
加
盟
国
は
一
ヶ
国
も
こ
の
議
定
書
に
加
入
し
て
な
い
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
受
刑
者
移
送
制
度
の
動
向

―
ド
イ
ツ
の
状
況
を
手
が
か
り
に

―
」『
法
学
研
究
』
第
八
四
巻
九
号
（
二
○
一
一
年
）
一
三

八
頁
。

（
49
）  

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
あ
る
裁
判
国
が
別
の
加
盟
国
に
対
し
て
刑
の
執
行
を
要
請
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
執
行
国
が
①
移
送
対
象
者
の
母
国
で
あ
る
場

合
、
②
移
送
対
象
者
が
出
所
後
退
去
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
国
で
あ
る
場
合
、
③
移
送
対
象
者
の
逃
亡
先
で
あ
る
場
合
に
、
執
行
国
は
移
送
対

象
者
の
同
意
の
有
無
に
関
係
な
く
、
要
請
を
受
け
入
れ
て
刑
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン
・
前
掲

注
（
48
）
一
五
九
、
一
六
○
〜
一
六
一
頁
。

（
50
）  

大
橋
哲
・
前
掲
注
（
40
）
五
○
頁
。
林
谷
浩
二
・
前
掲
注
（
44
）
二
三
頁
。

（
51
）  

韓
国
弁
護
士
協
会
も
刑
事
未
成
年
者
の
年
齢
を
一
四
歳
か
ら
一
二
歳
へ
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
を
法
務
部
に
提
案
し
た
。
Ｍ
Ｋ

ニ
ュ
ー
ス
総
合
面
（
二
○
一
二
年
三
月
九
日
）。

（
52
）  

少
年
法
は
刑
事
未
成
年
の
場
合
に
も
刑
法
に
抵
触
す
る
行
為
を
し
た
一
○
歳
以
上
一
四
歳
未
満
の
少
年
を
触
法
少
年
に
定
め
、
保
護
処
分
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
保
護
処
分
は
、
刑
罰
で
は
な
い
の
で
、
刑
事
責
任
能
力
が
な
く
、
保
護
の
必
要
性
、
す
な
わ
ち
繰
り
返
し
非
行
を
行
う
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可
能
性
と
矯
正
の
必
要
性
が
要
求
さ
れ
る
。
이
혜
민
『
問
題
と
論
点
』
第
三
七
二
号
（
二
○
一
二
年
）
二
頁
。

（
53
）  

이
혜
민
・
前
掲
注
（
52
）
三
頁
。

（
54
）  

外
国
の
刑
務
所
に
服
役
し
て
い
る
日
本
人
少
年
を
一
四
歳
未
満
だ
と
い
う
理
由
で
、
移
送
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
移
送
制
度
の
趣
旨
、
さ
ら

に
は
そ
の
少
年
の
健
全
育
成
と
い
う
観
点
に
照
ら
し
て
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
疑
問
が
呈
さ
れ
う
る
。
佐
伯
仁
志
・
川
出
敏
裕
「
受
刑
者
移
送
制

度
に
つ
い
て
（
上
）」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
第
一
二
三
四
号
（
二
○
○
二
年
）
八
六
頁
。

（
55
）  
신
용
해
「
国
際
受
刑
者
移
送
制
度
の
導
入
と
運
用
の
実
際
」（
二
○
○
五
年
）
六
頁
。

（
56
）  

タ
イ
の
場
合
に
は
、
裁
判
国
の
同
意
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
。
韓
国
と
タ
イ
の
間
の
受
刑
者
移
送
及
び
刑
の
執
行
で
の
協
力
に
関
す
る
条
約

第
四
条
二
項
。

（
57
）  

愛
知
正
博
・
足
立
友
子
・
前
掲
注
（
22
）
四
八
二
頁
。

（
58
）  

各
庁
の
予
算
と
取
扱
人
員
か
ら
ラ
フ
に
割
り
出
し
た
費
用
を
積
み
上
げ
る
と
、
平
均
的
な
刑
事
施
設
で
被
収
容
者
を
一
人
処
遇
す
る
の
に
一
〇

〇
〇
万
円
以
上
要
し
て
い
る
と
い
う
。
英
国
な
ど
で
は
二
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
る
と
の
報
告
も
な
さ
れ
て
い
る
。
滝
本
幸
一
「
刑
事
収
容
施
設
及

び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
実
施
上
の
問
題
」『
矯
正
講
座
』
第
二
九
号
（
二
○
○
九
年
）
二
三
八
頁
。

（
59
）  

「
退
去
強
制
令
書
の
発
付
を
受
け
た
者
が
、
自
ら
の
負
担
に
よ
り
、
自
ら
本
邦
を
退
去
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
入
国
者
収
容
所
長
又
は
主
任

審
査
官
は
、
そ
の
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
退
去
強
制
の
種
類
に
は
、
自
費
出
国

に
よ
る
送
還
、
運
送
業
者
が
費
用
を
負
担
す
る
入
管
法
第
五
九
条
の
送
還
、
国
費
送
還
の
三
種
類
が
あ
る
。

（
60
）  

法
務
省
　
平
成
二
四
年
版 「
出
入
国
管
理
」（
白
書
）
四
五
頁
。
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徐　

運
在
（
ソ
　
ウ
ン
ジ
ェ
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　
韓
国
法
務
部
矯
正
本
部

最
終
学
歴
　
　
全
北
大
学
校
行
政
大
学
院
政
策
学
科
前
期
博
士
課
程

専
攻
領
域
　
　
公
法
（
刑
事
政
策
）

主
要
著
作
　
　 「
刑
事
施
設
内
の
矯
正
医
療
の
現
状
と
展
望

―
韓
日
矯
正
医
療
を
中
心
に

―
」『
法

学
政
治
学
論
究
』
第
九
三
号
（
二
〇
一
二
年
）

　
　
　
　
　
　 「
民
営
刑
務
所
の
現
状
と
課
題

―
韓
国
の
ソ
マ
ン
（
所
望
）
刑
務
所
を
中
心 

に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
五
号
（
二
〇
一
二
年
）

　
　
　
　
　
　 「
刑
事
施
設
に
お
け
る
性
犯
罪
者
処
遇
の
現
状
と
課
題

―
韓
日
の
再
犯
防
止
教
育
を

中
心
に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
）


